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【成人式特集】二十歳の門出

令
和
４
年
矢
祭
町
成
人
式
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
徹
底
し
た
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
１
月
９
日
（
日
）
午
前

10
時
よ
り
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
町
内
在

住
ま
た
は
本
町
出
身
で
、
平
成

13
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
14
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
48

人（
男
性
：
25
人
、女
性
：
23
人
）。

そ
の
う
ち
44
人
が
式
典
に
出
席

し
、
晴
れ
の
日
を
共
に
迎
え
ま

し
た
。

　

彼
ら
が
生
ま
れ
た
20
年
前
に

は
、
単
一
通
貨
ユ
ー
ロ
流
通
開

始
、
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
幕
、
日
本
経
団
連
発

足
、
北
極
周
辺
や
ベ
ー
リ
ン
グ

海
・
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
生
息
す

る
ア
ゴ
ヒ
ゲ
ア
ザ
ラ
シ
が
関
東

で
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
珍
し

く
、
新
聞
や
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
で

多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
多
摩
川

に
現
れ
た
こ
と
で
命
名
さ
れ
た

「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」
が
流
行
語
大

賞
に
な
る
な
ど
多
く
の
出
来
事

が
あ
っ
た
年
で
あ
り
、
新
た
な

時
代
を
迎
え
た
年
で
も
あ
り
ま

し
た
。

　

そ
ん
な
年
か
ら
こ
れ
ま
で
の

間
に
、
家
族
や
友
人
、
地
域
の

方
な
ど
多
く
の
人
た
ち
と
出
会

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し

成
長
し
て
き
た
彼
ら
は
、
こ
れ

か
ら
の
明
る
い
時
代
を
担
い
、

本
町
を
よ
り
一
層
輝
か
せ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
『
ご
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。』

　成人になったことで、今

まで出来なかったことがで

きるようになったと思いま

す。特にお酒を飲めるよう

になったことが１番楽しみ

です。久しぶりに会った旧

友とお酒を飲んで新たな思

い出をつくることが出来た

らうれしいです。

　また、楽しむだけではな

く大人になったという自覚

を持った行動も心がけてい

きたいと思います。

令和４年成人式副実行委員長

鈴木 桃
も も か

香さん

大人になった自覚を持つ

　コロナ禍でもこのように

成人式を迎えることができ

てとてもうれしく思います。

その中で、実行委員として

の活動は良い経験となりま

した。

　また、今まで挑戦できな

かったことも、一歩踏み出

す勇気をもって新しいこと

にどんどん挑戦していきた

いと思います。そして、自

分の将来の夢に向かって努

力を続けていきます。

夢に向かって新しいことに挑戦

Interview

令和４年成人式実行委員長

藤井 拓
た く と

人さん

●中石井
　菊池　涼美
　金澤　源太
　山﨑　翔瑛
　青砥　莉奈
●下石井
　菊池　郭文
　菊内　康平
　吉成　愛美
　小松　周平
　益子　勝汰
　熊田　里菜
　深谷　龍河
●戸塚
　藤井　拓人
　小松　朋生
　松浦　楊大

　菊池　紳一郎
●東舘
　橋本　詩菜
　金川　敦志
　鈴木　優花
　鈴木　蘭
　鈴木　愛里
　鈴木　勇真
　塙　　真人
　我妻　滉太
　鈴木　桃香
　柳田　太一
　吉成　雄介
　下重　香菜子
　本田　光
●金沢
　大森　ななみ

●宝坂
　豊田　優果
　金沢　莉奈
　金澤　美嘉
●小田川
　山田　祐大
　永山　達也
　高澤　叶実
●山下
　檜山　椋華
●下関河内
　藤田　皓大
　立花　優実
　保住　優歌
●大垬
　寺島　尚哉
　寺島　楓

●関岡
　佐藤　颯斗
　中野　耕誠
　金澤　雄羽
　藤井　尚矢
●内川
　沼端　里紗
　片野　亜美
●茗荷
　鈴木　亜利紗

■男子：25 名
■女子：23 名

【
成
人
式
特
集
】

門
出

の



本日は私たちのために、このように
盛大な式典を執り行っていただきま
して、誠にありがとうございます。
また、矢祭町町長をはじめ多数のご
来賓の方々にお祝いの言葉をいただ
き、新成人を代表して心よりお礼申
し上げます。本日私たちは成人式と
いう人生の大きな節目を迎えること
となりました。無事にこの日を迎え
ることができ、大変嬉しく思うとと
もに、これからは成人としての自覚
と責任を持たなければならないと思
うと、身の引き締まる思いです。　
　成人を迎え、まず思うことは周囲
の方々への感謝です。この２０年、
たくさんの人に支えられ生きてきま
した。こうして今日という日を迎え
られたのも、２０年間愛情をもって
育ててくれた家族をはじめ、お世話
になった先生方や友人達、そして幼
い頃から私たちの成長を温かく見
守ってくださった地域の皆様のおか
げであることに深く感謝し、成人を
迎えた今、改めてお礼申し上げます。

　私は現在、東京の大学に進学し法
学部で法律を学んでいます。初めて
の一人暮らしやオンライン授業に最
初は戸惑い、大変な思いもしました
が今では一人暮らしにも慣れ、友人
たちとともに勉学に励んでいます。
法学部での勉強は難しいこともあり
大変ですが、将来は公務員になって
社会の役に立ちたいと考えているた
め、今はより多くの知識を吸収でき
るよう、日々努力しています。また、
私たちの中にはすでに就職し、毎日
仕事に勤しんでいる人もいます。そ
れぞれの立場は違いますが、私たち
一人一人が、社会に参入したという
自覚と成人としての責任を持ち、邁
進してまいります。
　最後に、本日私たちは成人を迎え
ることとなりましたが、社会人と
してはまだまだ未熟で至らない点
もあるかと思います。どうかこれ
からも温かい目でご指導ご 撻を
賜りますよう、よろしくお願い申
し上げます。
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1_ 成人証書・記念品を受け取る新成人代

表の鈴木愛里さんと藤田皓大さん／２_真

剣な表情で国歌斉唱する新成人／３_スマ

ホで自撮りを楽しむ新成人／４_晴れ姿を

写真に収める保護者／５_多彩な振袖姿／

６_久しぶりに再会した友人と記念撮影

檜
山
椋
華
さ
ん

ひ
や
ま
り
ょ
う
か
（
山
下
）
令
和
４
年
矢
祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

45

菊
池
郭
文
さ
ん

き
く
ち
ひ
ろ
ぶ
み
（
下
石
井
）
令
和
４
年
矢
祭
町
成
人
式
主
張
発
表
者

【成人式特集】二十歳の門出

　成人を迎え、お酒を飲む

ことができるようになった

ので、早くコロナが収まっ

て友人と楽しくお酒を飲み

たいです。

　また、将来はグローバル

な仕事をしたいと考え、大

学では英語を学んでいます。

成人を迎え今まで以上に学

生生活を楽しむ中で、自分

の夢のために努力を惜しま

ず、残りの学生生活を過ご

していきたいと思います。

令和４年成人者

保住 優
ゆ う か

歌さん

グローバルな仕事を目指して

　将来はデザイナーになる

ために、デザインの学校に

通っています。自分がやり

たいこと、好きなことがで

きるのは、支えてくれる家

族がいるからだと思います。

そんな夢を応援してくれて

いる家族にはとても感謝し

ています。成人を機に、支

えてくれた家族に少しずつ

恩返しをしていくとともに、

立派な大人を目指していき

ます。

夢を応援してくれる家族に感謝

Interview

令和４年成人者

金澤 雄
ゆ う は

羽さん

　本日は令和 4年成人式の開催及び，お忙しい中ご参加
頂き誠にありがとうございます。また，このような素晴
らしい式典に，「成人の主張」といたしまして成人を代
表し，一言ご挨拶させていただけますこと誠に光栄に感
じております。
　さて，皆さんは今こうして成人式を迎えてどのように
感じているでしょうか。私も先日の誕生日に 20歳を迎
え，飲酒ができるようになるなど様々な変化がありまし
たが，正直現在も実感は湧いていません。しかし，世間
からの見る目は変わりました。今まで通りの「自由」に
は「責任」が伴うようになります。このように，成人す
るということは自分に自覚がなくても周りの環境・状況
が大きく変化するため，それ相応の振る舞いが求められ
るということです。一方で責任が伴うものの，失敗や挫
折はします。今の時代を生きる大人の先輩方もきっと多
くの失敗や挫折があったことと思います。ですから，責
任を重く捉えすぎず生きていくことも成人した者に求め
られていると私は考えます。
　2019 年末に発見された未知の感染症により，世界は
大きく変化しました。日本も例外ではなく，2020年に初
めての感染者が確認されて以降，瞬く間に拡大しました。
そして幾度となく出される緊急事態宣言によって大きな
混乱がもたらされました。私たちの多くはこの時期に高
校卒業や進学・就職といった大きな節目を迎えた時期で
もあったため，この先どうなってしまうのかという不安
に悩み，苦しんだ方は少なくないでしょう。振り返ると，
私たちが生きてきた 20年間には多くの出来事がありまし
た。2001年は21世紀の始まりとして世界が沸いた一方，
米国で起きた同時多発テロ事件や大阪でユニバーサルス
タジオジャパンが開園するなど良くも悪くも多くの出来
事がありました。このように，私たちは時代の大きな変化，
すなわちパラダイムシフトの中を生きてきたといえるで
しょう。この社会の大きな変化の荒波の中を今度は自力
で進んでいかなければなりません。そのためには，紆余
曲折を経ながらも「これが私だ」という強い信念，心の
支えのようなものを持つべきだと考えます。
　私は「大人になる」にあたり，「芯のある人間」にな
りたいと考えるようになりました。周囲の環境などから
影響を受けながらも「自分はこうだ」というものを持っ

ている人のことです。私は現在，大学で理工学の分野を
学んでいます。その中で，課題や進路など様々なことで
悩んでおります。しかし，そんな中でもここまで来られ
たのは，「諦めず，一歩一歩歩んでいくことが自分のス
タイルだ」という思いを忘れなかったからだと思ってい
ます。それでも挫折すること，落ち込むことは多々あり
ます。まだまだ未熟であるため，これから少しずつ成長
していきたいです。
　私の大好きなアーティストである Little Glee 
Monster の曲の中で「透明な世界」という曲があります。
その中には次の一節があります
　「あの日の夢まだここにあるから忘れないでも、もう
歩き出さなきゃ透明な世界には曖昧な答えだけ溢れ出す
涙にはそれぞれの理由 ( わけ ) がある今日もまた変わっ
てゆく見慣れた景色から消えてゆく泡のように優しさを
残したまま」
　この曲のタイトルや歌詞にあるように，透明な世界と
いうのは先が透けて見える，明るいというようなポジ
ティブな面がある一方，行く先が分からなくなる，先に
何も見えないといったネガティブな面を持っています。
この歌詞の意味と私たちが現在置かれている状況には似
たようなものを感じます。しかし，この歌詞の続きには
こんなフレーズがあります。
　「響きあい重ねた思い僕らはまたねって叫んだ変わり
続けてゆく世界に恐れないで繋いで信じて」
　私たちが生きていくこの先何十年には，これまで以上
の大きな出来事が起こるかもしれません。その変化に私
たちは絶望し，挫折することもあるでしょう。しかし，
歩むことを止めなければその先には何かがきっと待って
いると思います。人類はそうやって長きに渡る歴史を創
り上げてきました。人生の中で大きな節目である成人式
にあたり，この先にきっと素晴らしい何かが待っている
ことを願い，私は歩んでいきます。結びに，私たちが無
事に成人を迎えられるまで育ててくださった父母を始め
保護者の方々，人生に関わったすべての方々に感謝を申
し上げます。また未熟な上，ご指導を賜わることが多々
あるかと思いますが，今後ともどうぞよろしくお願いい
たします。長きになってしまいましたがありがとうござ
いました。
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Ｇ
Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
と
は

　

文
部
科
学
省
が
提
唱
す
る
令
和
時

代
の
学
校
「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
」
に
伴
い
、
令
和
３
年
８
月
27

日
（
金
）
矢
祭
小
学
校
及
び
矢
祭
中

学
校
に
お
い
て
行
わ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ

ト
贈
呈
式
を
皮
切
り
に
１
人
１
台
端

末
学
習
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
こ
れ
か
ら
生
き
て

い
く
世
界
で
は
、
Ⅰ
Ｃ
Ｔ
機
器
を

使
っ
て
、
様
々
な
人
や
社
会
、
知
識

や
経
験
と
つ
な
が
り
生
き
て
い
く
こ

と
が
当
た
り
前
と
な
り
ま
す
。
将
来

子
ど
も
た
ち
が
活
躍
し
て
い
く
た
め

に
、
小
・
中
学
校
の
時
期
か
ら
Ⅰ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
使
い
な
が
ら
学

べ
る
環
境
を
整
備
し
、
毎
日
の
学
習

や
様
々
な
活
動
の
場
面
で
、
積
極
的

な
活
用
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

今
月
号
で
は
、
矢
祭
町
G
I
G
A

ス
ク
ー
ル
構
想
の
導
入
に
お
い
て
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
浅
井
将
史

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
教
育

現
場
の
今
に
つ
い
て
子
ど
も
た
ち
や

先
生
方
の
声
と
と
も
に
学
び
の
変
化

に
つ
い
て
お
伝
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

義
務
教
育
を
受
け
る
児
童
生
徒
の

た
め
に
、
1
人
1
台
の
学
習
者
用

P
C
と
高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境

な
ど
を
整
備
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

そ
の
目
的
は
子
ど
も
た
ち
１
人
１

人
の
個
性
に
合
わ
せ
た
教
育
の
実
現

に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
教
職
員
の

業
務
を
支
援
す
る
「
統
合
型
校
務
支

援
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
で
、
教
員
の

働
き
方
改
革
に
つ
な
げ
る
狙
い
も
あ

り
ま
す
。

１
人
１
台
端
末
学
習
が
始
ま
る

１人１台が令和の「スタンダード」
矢祭町GIGA スクール構想

※GIGA は「Global and Innovation Gateway for all」

の略であり、日本語で「すべての人々のためのグ

　ローバルで革新的な世界への入口」という意味で

　す。

※ ICT は「情報通信技術」を指す言葉であり、IT と

　意味はほとんど同じですが、IT は「情報技術その

　もの」、ICT は「情報通信技術の使い方」と区別

　することもできます。 

用語解説



て
い
く
こ
と
な
ど
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
今
後
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
利

用
頻
度
が
増
え
る
こ
と
を
考
え
る
と

通
信
環
境
は
問
題
や
端
末
の
設
定
が

適
切
で
あ
る
か
を
実
際
に
使
い
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
導
入
し
た
ば

か
り
な
の
で
先
生
方
も
端
末
や
ア
プ

リ
の
使
い
方
で
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ

と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
分
か

ら
な
い
こ
と
の
解
決
方
法
を
先
生
方

で
共
有
で
き
る
仕
組
み
な
ど
も
検
討

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

現
状
で
は
、
G
I
G
A
ス
ク
ー

ル
構
想
に
お
い
て
不
安
要
素
も
あ
る

と
感
じ
て
い
る
浅
井
さ
ん
、
打
開
策

は
あ
る
の
か
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
「
先
ほ
ど
少
し
お
話
し
ま
し
た
が
、

学
校
・
自
治
体
の
み
で
推
進
で
き
る

仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
一
番
大
切
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
私
は
地

域
活
性
化
起
業
人
と
い
う
制
度
で
矢

祭
町
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の

制
度
も
期
限
が
決
ま
っ
て
い
て
終
了

す
る
時
が
き
ま
す
。
そ
の
時
に
、
地

域
活
性
化
と
い
う
点
で
も
外
部
に
頼

ら
な
い
持
続
可
能
な
仕
組
み
が
整
っ

て
い
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い

ま
す
。
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

の
基
礎
作
り
の
段
階
で
は
積
極
的

に
企
業
の
持
つ
知
識
を
活
用
し
つ

つ
、
そ
の
基
礎
に
外
部
企
業
に
頼
ら

な
く
て
も
良
い
仕
組
み
を
入
れ
る

こ
と
で
、
そ
の
後
の

課
題
解
決
の
場
面
で
、

学
校
と
地
域
の
皆
さ

ま
が
一
体
と
な
っ
て

解
決
し
て
い
け
る
よ

う
な
地
域
密
着
型
の

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

を
作
り
あ
げ
て
い
く

こ
と
が
理
想
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。」

すららドリル
　生徒ひとりひとりが自分の学
力に応じた演習問題に取り組め
る、AI 型のアダプティブドリ
ル教材です。 

　

矢
祭
町
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構

想
に
伴
い
本
町
の
I
C
T
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
務
め
る
浅
井
将
史
さ
ん
。

学
校
で
先
生
や
生
徒
が
使
用
し
て
い

る
端
末
（
i
P
a
d
）
の
導
入
に
も

携
わ
っ
て
お
り
、
現
在
は
、
端
末
活

用
推
進
に
向
け
た
活
動
を
行
う
こ
と

で
、
本
町
の
教
育
現
場
を
支
え
て
い

ま
す
。

　
「
矢
祭
町
I
C
T
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
の
私
の
役
割
は
大
き
く
分
け

て
３
つ
の
活
動
と
な
り
ま
す
。
１
つ

目
は
端
末
の
操
作
方
法
や
ア
プ
リ
の

使
い
方
な
ど
、
現
場
で
の
困
り
ご
と

解
消
や
活
用
方
法
へ
の
対
応
。
２
つ

目
は
先
生
方
が
行
っ
て
い
る
校
務
の

効
率
化
に
よ
る
負
担
の
軽
減
。
３
つ

目
は
町
の
電
器
店
な
ど
地
域
密
着
型

の
I
C
T
サ
ポ
ー
タ
ー
を
対
象

と
し
た
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
関
連

の
研
修
な
ど
の
実
施
で
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
矢
祭

町
の
教
育
の
質
向
上
に
つ
な
が
る

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
こ
と
が
、
私

の
役
目
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。」

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
を
受
け
て
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し

た
授
業
や
学
習
へ
の
必
要
性
が
高
ま

り
ま
し
た
。
本
町
に
お
け
る
導
入
や

今
後
の
課
題
に
対
す
る
考
え
を
お
伺

い
し
ま
し
た
。

　
「
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
実

現
が
コ
ロ
ナ
に
よ
り
全
国
的
に
早

ま
っ
た
こ
と
は
確
か
だ
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
継
続
的
に
運
用
を

し
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
作
り
を
し
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ICT アドバイザー

浅
あ さ い

井将
ま さ し

史さん

【特集】　１人１台が令和の「スタンダード」

地域活性化起業人

　首都圏など、三大都市圏に勤務する企業の社員が、
そのノウハウや知見を活かし、一定期間、地方自治
体において、地域独自の魅力や価値の向上、安心・
安全につながる業務に従事することで、地方自治体
と企業が協力して地方圏へのひとの流れを創り出し
ていけるような取り組みに対し、国が必要な支援を
行う制度となります。

ICT 機器活用における環境の整備
■充電保管庫
　学校で端末を保管・充電
するための充電保管庫を整
備しました。クラス全員分
の端末を充電することが可
能です。また、使用後は鍵
をかけ厳重に保管していま
す。

持続可能な教育環境の実現に　　　向けたサポート

Profi le
Modis 株式会社に勤務。令
和２年９月から ICT アドバ
イザーとして、矢祭町GIGA
スクール構想を支援。

導入における目標

■電子黒板・デジタル教科書
　電子黒板の大画面に資料
や動画を映写することがで
きます。また、画面タッチ
で拡大、縮小が可能。どこ
からでも見やすく、スムー
ズに授業を進めることがで
きます。

ロイロノート・スクール
先生と生徒の「双方向の授業」

を簡単に行うことを可能とし、
「思考の可視化」ができるアプ
リです。

グーグル・クラスルーム
　クラス単位で、教材や課題の
配布・提出を行うことができ、
通知や質問などの投稿もできる
アプリです。

■導入ソフト（一部紹介）

Step １

GIGAスクール構想導入目的

豊かな創造性を備え、持続可能な社会
の創り手として、予測不可能な未来社
会を自立的に生き、地域社会の形成に
積極的に参画する子ども

■学びを人生や社会に生かそうとする
　学びに向かう力、人間性等の涵養
■生きて働く知識及び技能の習得
■未知の状況にも対応できる思考力、
判断力、表現力等の育成⬇

・１人１台端末及び高速大容量の通信
　環境の整備
・教師の ICT 活用指導力の向上
・ICT 技術者の配置充実

全ての子どもたちの可能性を
引出す個別最適な学びの提供

⬇

資質・能力を育成

矢祭町の目指す子どもたちの姿

　活動報告会において、矢祭町と
Modis（株）との連携を実施する「新
しい学び」について力説する浅井
氏の講話をご覧いただけます。 ▶各関係店に講演会を実施



　タブレットでの学習では授業中に
自分のタブレットに課題が配信され、
専用アプリを使って問題を解くこと
ができるので、プリントに文字を書
くより楽しいです。まだ、タブレッ
トの持ち帰りはできないので、
宿題はプリント学習ですが、
早く家でもタブレットを使
って勉強したいです。

矢祭中学校３年１組　石
いしい

井 愛
あい な

華さん 矢祭中学校３年２組　檜
ひやま

山 拓
たく み

海くん

　以前までの授業では、みんなの
前で発表することが多く、あまり
発表が得意ではないので緊張する
ことも多かったです。タブレット
学習では、アプリなどを使って、
　自分の考えや意見などを先生や
　　友達に伝えやすくなり、授業
　　にも取り組みやすくなりまし
　　た。

　授業の中で、分からないことにつ
いてその場ですぐ調べられることが
とても便利だと思います。特にグルー
プ学習では生徒一人一人がタブレッ
トを使い、調べた内容をすぐに共有
し、その場で間違いにも気づくこ
とができるようになりました。
会話も増え、授業が楽しくな
りました。

矢祭小学校６年１組　飯
いいだ

田 睦
むつみ

さん 矢祭小学校６年２組　齋
さいとう

藤 衣
いさ き

咲さん

最初は、タブレットの使い方
が分からず、授業についていけ
るか不安でしたが、操作はとて
も簡単で、先生にも教えてもら
いながらタブレットを使うこと
　ができています。今では、プ
　　リント学習よりもタブレッ
　　ト学習の方が楽しく取り組
　　むことができます。

【特集】　１人１台が令和の「スタンダード」

elementary schooljunior high school

岩
い わ さ わ

澤佑
ゆ な

奈先生 菊
き く ち

池邦
く に こ

子先生

授業や課題に対して
積極的に取り組めています

自主的に課題解決が
できるようになりました

矢祭中学

以前
前で発
発表が
ことも
学習で
自分
　友
　に
た

拓海くん

とにつ
ことが
グルー
ブレッ
に共有
くこ

授業中に
配信され、
解くこと
文字を書
タブレッ
で、

衣咲さん

家でもタブレット学習を始めたい楽しく授業に取り組めるすぐに調べることができる発表が苦手でも取り組みやすい

実
生
活
に
活
か
せ
る
授
業
を

進
め
て
い
き
ま
す

Profi le
矢祭中学校教諭。主に家庭科
を担当。GIGA スクール構想
導入前からペーパーレスを積
極的に推進しています。

問
題
解
決
の
ス
キ
ル
習
得
に

役
立
て
て
い
き
ま
す

　

１
人
１
台
端
末
の
導
入

に
よ
り
、
児
童
の
授
業
や

課
題
に
取
り
組
む
姿
勢
に

良
い
変
化
が
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た

ち
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
興
味
・

関
心
を
持
っ
て
い
る
の
で
、

意
欲
的
に
操
作
を
行
い
、

そ
れ
に
伴
い
、
授
業
や
課

題
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

導
入
当
初
は
私
自
身
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
操
作
に
慣

れ
て
お
ら
ず
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
活
用
し
た
授
業
や
課

題
等
に
取
り
組
む
ま
で
に

時
間
が
か
か
っ
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
町
教
育
委
員
会
の

支
援
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
は
ど
ん
ど
ん
操
作
に
慣

れ
、
お
互
い
に
教
え
合
う

良
い
関
係
性
を
築
く
き
っ

か
け
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
主
に
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
一
斉
学
習
や
個
別
学

習
に
使
用
し
て
い
ま
す
が
、

今
後
、
協
働
学
習
の
場
に

お
い
て
も
積
極
的
な
活
用

を
図
り
、
児
童
が
課
題
に

向
き
合
う
過
程
で
相
互
に

協
力
し
、
楽
し
く
学
び
合

い
な
が
ら
問
題
を
解
決
す

る
ス
キ
ル
の
習
得
に
役
立

て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

▶インターネットによる情報収集

▶実験データの処理・共有

　

中
学
生
の
ほ
と
ん
ど
は
タ

ブ
レ
ッ
ト
を
普
段
か
ら
使
い

慣
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

操
作
も
簡
単
に
で
き
る
の

で
、
以
前
の
紙
ベ
ー
ス
の
授

業
に
比
べ
、
ス
ム
ー
ズ
に
授

業
が
進
む
よ
う
に
な
っ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。
教
員
も
印

刷
す
る
手
間
や
配
布
の
時
間

を
短
縮
し
て
授
業
に
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
今

ま
で
以
上
に
生
徒
と
向
き
合

う
時
間
が
増
え
た
と
実
感
し

て
い
ま
す
。

　

生
徒
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
う

ま
く
活
用
し
、
課
題
に
対
し

て
自
分
た
ち
で
考
え
、
自
主

的
に
問
題
解
決
に
取
り
組

み
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

れ
ば
そ
の
場
で
す
ぐ
に
調

べ
、周
り
の
生
徒
と
共
有
し
、

す
ぐ
に
間
違
え
に
も
気
づ
く

な
ど
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
学
習
の

良
さ
を
生
か
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
文
章
を
書
く
こ
と

が
苦
手
な
生
徒
も
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
は
今
ま
で
以
上
に
文
章

を
書
く
な
ど
の
新
し
い
発
見

も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
で
は

タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
ス
キ
ル

が
必
要
不
可
欠
と
な
る
の

で
、
生
徒
た
ち
が
実
生
活

に
活
か
せ
る
内
容
を
意
識

し
た
授
業
を
進
め
て
い
き

た
い
で
す
。

▶体育の授業で動画アプリを活用

▶友達と意見の共有

Profi le
矢祭小学校教諭。６年１組を
担任。常に子どもたちに寄り
添う教師を目指し、日々精進
しています。

矢祭中学校 矢祭小学校
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教育現場の今

Step ２



　GIGAスクール構想は、新型コロ
ナによる休校と結びつけて理解され
ることが多いと思いますが、実は、
コロナ以前からその必要性が議論さ
れていた仕組みです。その議論の中
で、GIGAスクール構想に期待され
ていたのが「個別最適な学び」と「協
働的な学び」の実現であり、この実

現により子どもたちが今後必要とな
る力を確実に身に付けていくことが
大切であると言われています。
　今後、世界は「Society5.0」と
呼ばれる時代に突入すると言われて
います。これは「経済発展」と「社
会課題の解決」を共に目指していく
社会であり、そこでは「唯一の正
解」は存在しません。BIGデータと
呼ばれる大量の情報をAI により処
理する中で、「社会の実情」や「他
者の立場」を理解し、そこで明ら
かになる課題に「自ら向き合ってい
く」力が必要となる社会がすぐそこ
に迫っているのです。
　GIGAスクール構想の目的は１人

１台のタブレット導入ではなく、こ
のタブレットをツールとして使いこ
なしていくことで、上記のような力
を子どもたちに身に付けていくこと
に他なりません。
　今後、子どもたちの学びの場は、
学校だけでなく地域や家庭にまで広
がっていきます。そこで求められる
のは、タブレットを「有害な」もの
として遠ざける姿勢ではなく、「有
益な」ものとして徹底的に使い倒し
て行こうという姿勢だと思います。
これからの矢祭町を作り上げていく
子どもたちの未来のために、より一
層ご理解、ご協力をいただければ幸
いです。

髙
橋　

竜
一

1213

【特集】　１人１台が令和の「スタンダード」

家庭でのタブレット端末使用について

　タブレット端末は、現在、学校
内でのみ使用を許可しております
が、順次持ち帰りを進めて行く予
定です（２月にタブレット端末
の自由持ち帰りを行います。）安
心して家庭でお使いいただけるよ
う、タブレット端末における有害
サイトのブロックや利用できるア
プリの制限などの設定を行ってお
ります。また、学校では、タブレッ
ト使用時のルールを定め自律的に
利用をコントロールできるように
なることを目指しています。

タブレット利用のルール（中学校）

※上記のタブレット使用のルールにつきましては、状況に応じて追加・変更等があります。

※現在、矢祭町学校運営協議会において、「インターネット使用５ヵ条」を作成中です。

あなたの疑問にお答えします

矢祭町GIGAスクール構想相談窓口を設置

　矢祭町のGIGAスクール構想の取り組みについてご質
問などがございましたら、右記のQRコードを読み込み、
フォームからご質問ください。
※ご質問いただいた内容と回答は矢祭町広報に掲載をさせていただ
きますので、ご了承いただきますようお願いいたします。

Qタブレット端末は、家庭で本人以外の家族が使用してもよいです

か？

Aこのタブレット端末は、お子様が学習に使用するために、整備し
ているものです。さまざまな情報を守るためにも、　許可されたお
子様本人のみが使用してください。

【よくあるご質問】

Qトラブルに巻き込まれないか不安です。

A授業に関係がないサイトや YouTube（一部を除く）は接続できな
いようにしており、セキュリティ対策が講じられた環境で利用でき
ます。健康面も含めたタブレット端末の使い方、使用時間等につい
ても、学校で指導をしていきますが、ご家庭でもお子様の使用状況
の見守りをお願いいたします。

●タブレットは、学校の授業で使用します。
●タブレットは、先生に指示された学習のみで使用します。
●タブレットでは、学習に関係のあるWebサイトのみを閲覧できます。
●タブレットやすららドリルを使うための ID や、パスワードなどの情
　報は、ほかの人には絶対に伝えず、各自で確実に管理します。
●タブレットは、自分に割り当てられたものを使用します。貸し借り
　はできません。
●タブレットは、紛失や損壊のないよう丁寧に扱います。
●タブレットを使用する際は、他の人に迷惑をかけないように気をつ
　けます。

　

近
年
、社
会
の
変
化
は
急
速
に
進
み
、 

10
年
後
に
は
現
在
の
仕
事
の
半
数
は
自

動
化
さ
れ
、
な
く
な
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た

と
き
の
未
来
を
想
像
す
る
こ
と
が
困
難

な
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
未
来
を
見

据
え
た
行
動
が
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え

ま
す
。
社
会
変
化
の
波
に
翻
弄
さ
れ
、

流
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
の
力
で

自
分
自
身
や
地
域
、
社
会
の
未
来
を
主

体
的
に
創
造
し
て
い
こ
う
と
す
る
心
、

そ
し
て
そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
力
を
身

に
つ
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
矢
祭
町
に
は
中
学
校
以
降
の

教
育
施
設
が
あ
り
ま
せ
ん
。
中
学
校
を

卒
業
し
た
生
徒
は
す
べ
て
町
外
へ
必
ず

出
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
中
学

校
卒
業
ま
で
に
矢
祭
町
の
地
域
の
理
解

を
深
め
、
矢
祭
町
の
未
来
を
創
る
生
徒

の
基
盤
を
形
作
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
に
も
矢
祭
町
の
小
中
学

校
で
系
統
立
て
た
教
育
課
程
の
基
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
指
導
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
、
子
ど
も
た
ち
１
人

１
人
に
応
じ
た
個
別
最
適
な
学
び
を

提
供
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

安全に活用するために

Step ３

G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
実
現
に
向

け
た
I
C
T
機
器
環
境
の
整
備
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
自
由
持
ち
帰
り
に
よ
る
学
校

と
家
庭
で
の
学
び
を
繋
ぐ
こ
と
で
、

よ
り
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
家
庭
で
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
学
習
実
施
に
あ
た
り
、
学
校

で
は
ル
ー
ル
を
定
め
、
自
立
的
に
コ

ン
ト
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
な
教
育
を

重
ね
て
い
ま
す
が
、
ご
家
庭
の
ご
協

力
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。
ご

家
庭
で
の
ご
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想

相
談
窓
口
を
設
置
し
、
I
C
T
機
器

の
活
用
に
お
け
る
疑
問
や
不
安
の
解

消
に
努
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
後
と
も
ご
理
解
、
ご
協
力
の
ほ
ど

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

指導主事　

本田　栄敏

系
統
立
て
た
教
育
課
程
の
基
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
指
導
が
必
要 Profi le

令和３年４月から指導主事と
して矢祭町の教育活動を支え
ています。

教
育
課
長

子どもたちの未来のために
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新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
３
回
目
接
種
の
お
知
ら
せ

　

１
月
25
日
よ
り
、
３
回
目
新
型

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
後
、
ワ
ク
チ
ン
の
配

分
量
を
参
考
に
し
て
、
２
回
目
の

接
種
終
了
日
を
基
準
に
、
随
時
ご

案
内
し
て
い
き
ま
す
。

●
接
種
に
必
要
な
書
類
は
、
角
形

　

の
白
い
封
筒
で
送
付
い
た
し
ま

　

す
。
接
種
を
受
け
る
ま
で
な
く

　

さ
な
い
よ
う
に
保
管
し
て
く
だ

　

さ
い
。

●
３
回
目
の
接
種
で
は
、
１
〜
２

回
目
の
済
証
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

３
回
目
の
予
診
票
と
一
緒
に

送
っ
た
書
類
を
使
用
し
ま
す
。

●
使
用
す
る
ワ
ク
チ
ン
は
、
国
か

　

ら
配
分
さ
れ
る
量
に
よ
っ
て
決

　

ま
り
、
希
望
の
ワ
ク
チ
ン
が
使

　

用
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

　

の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

●
受
付
時
間
よ
り
早
い
時
間
に
来

　

場
し
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ

　

い
。
外
で
お
待
ち
い
た
だ
く
時

　

間
が
長
く
な
ら
な
い
よ
う
、
受

　

付
時
間
内
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
初
回
接
種（
１
回
目
・

２
回
目
）
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、、

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
４
６
‐

３
７
５
０
へ
お
早
め
に
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
る
際
の
注
意
事
項

　「矢祭山友情の森」は
自然環境を利用して設置
した自然休養地です。JR 
水郡線矢祭山駅より徒歩
10 分の場所にあり、眼
下には久慈川の清流を臨み、付近にはハイキングコー
ス、キャンプ場、バンガローがあります。さらに休
憩室をはじめ、シャワールーム等を備えた「総合案
内施設」があり一日を楽しく過ごすことができます。
【問】　事業課産業グループ☎0247-46-4576

ア
ウ
ト
ド
ア
情
報
を
紹
介
し
ま
す

八
溝
山
周
辺
地
域
定
住
自
立
圏
と
は
、
栃
木
県
大
田
原
市
を
中
心
に
、
那
須
塩
原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川
町
、
棚
倉
町
、
矢
祭
町
、
塙
町
、
大
子
町
の

　

２
市
６
町
で
協
定
を
結
び
、
連
携
・
協
力
し
て
地
域
活
性
化
な
ど
に
取
り
組
む
組
織
で
す
。

( 福島県矢祭町 )

　多くのアウトドアア
クティビティ（キャン
プ・サイクリング・ト
レイルなど）で大子町
の自然を全身で感じる
ことができま
す。

【問】大子町まちづくり課
       ☎ 0295-72-1131

全方位、アウトドア。自然基地大子町

　大田原市湯けむりふれ
あいの丘『ゆーゆーキャ
ビン＆キャンプ場』には、
５～ 10名が宿泊できる
キャビンが７棟あり、敷
地内には露天風呂を備えた『湯津上温泉やすらぎの
湯』も併設されています。春夏秋冬、行楽
の季節にぜひご利用ください。
※毎週月曜・第４火曜日、12/31、1/1 休館
【問】　湯津上温泉やすらぎの湯☎0287-98-2141

ゆーゆーキャビン＆キャンプ場

　箒川のほとりで自然を
満喫できるキャンプ場。
場内にはオートサイト
（6,000 円／泊）とキャン
プサイト（2,000 円／泊）
があり、整備された芝生でキャンプを満喫できます。
日帰りバーベキューも可能なので、宿泊・日帰りを
問わずファミリーやグループにオススメ。近くには
「なかがわ水遊園」があり、親子で楽しめます。
【問】ゆりがねの湯まほろばキャンプ場☎0287-92-1246

ゆりがねの湯まほろばキャンプ場

　塩原温泉ビジターセン
ターでは、日光国立公園
塩原地域の散策や自然学
習など、四季折々のプロ
グラムを年間 100件以
上開催。春には、雪が解けて草木が芽吹き、山々が
新緑に染まっていく過程が楽しめます。せせらぎの
音や野鳥の声を聞きながら、のんびりと春を
堪能してみませんか？
【問】　塩原温泉ビジターセンター☎0287-32-3050

塩原温泉ビジターセンター

　那須平成の森では、スノー
シューを履いてインタープリ
ター（ガイド）と一緒に冬の
森を散策することができます。
気軽に参加できる2 時間コー
スと、森の奥まで踏み入る3 時間コースがあり、対象はどちら
も小学生以上です（要参加費）。小さなお子さんが安心してそり
遊びや雪だるま作りを楽しむことができるエリアもあ
り、大人も子どもも冬を満喫できます。
【問】　那須平成の森フィールドセンター☎0287-74-6808

日光国立公園　那須平成の森

　福島県塙町の山間部、
湯遊ランドはなわ付近に
ある「三角形の道」。ここ
には、自転車で走る楽し
みのすべてがそろってい
ると言われています。交通量が少なく、信号がなく、
高低差もあり、ずっと止まることなく走れるコース
です。初級者から上級者まで楽しむことが
でき、四季折々の風景が楽しめます。
【問】　塙町まち振興課☎0247-43-2112

三角形の道

　山本キャンプ場は樹齢
100 年を越える杉並木を抜
けた先にあります。周囲は
「奥久慈県立自然公園」に
指定されており、木々の緑、
久慈川支流宮川の清流など豊かな自然を満喫できる
キャンプ場です。現在、山本キャンプ場では、より快
適にご利用いただけるよう施設の改修工事を順次行っ
ています。※冬期間（３月末まで）は閉鎖中です。
【問】棚倉町地域創生課☎0247-33-2112

山本キャンプ場

矢祭山友情の森
(茨城県大子町 )

( 福島県塙町 ) ( 福島県棚倉町 )

( 栃木県那須塩原市 )    ( 栃木県那須町 )

( 栃木県大田原市 )   (栃木県那珂川町)

初
回
接
種
を

希
望
さ
れ
る
方
へ

▶３回目コロナワクチン接種の日程

月日 曜日 予定時間 実施予定数

2 月 11 日 金 9：30 ～ 11：30
13：30 ～ 15：30 600

2 月 15 日 火 13：30 ～ 15：30 200

2 月 22 日 火 13：30 ～ 15：30 200

2 月 27 日 日 9：30 ～ 11：30
13：30 ～ 15：30 600

3 月 8 日 火 13：30 ～ 15：30 200

3 月 12 日 土 13：30 ～ 15：30 300

3 月 15 日 火 13：30 ～ 15：30 200

3 月 22 日 火 13：30 ～ 15：30 200

3 月 27 日 日 9：30 ～ 11：30
13：30 ～ 15：30 600

3 月 29 日 火 13：30 ～ 15：30 200

福島県アレルギー市民講座の開催について

　２月１７日～２３日はアレルギー週間です。アレルギー疾患を正しく理解し上手な付き
合い方を学びませんか。アレルギー疾患をお持ちの患者さんはもちろんアレルギーに関
心のある方はどなたでもご覧いただけますので、ご興味のある方は是非ご視聴ください。

開催期間（視聴可能期間）▶令和４年２月１７日（木）９時～２月２８日（月）１７時

内容▶内科：喘息など／皮膚科：アトピー性皮膚炎など／耳鼻科：花粉症やアレルギー
　　　性鼻炎など／小児科：食物アレルギーなど

開催方法（視聴方法）▶ YouTube 配信
※詳細は福島県健康づくり推進課ホームページへ

問い合わせ▶福島県健康づくり推進課☎０２４-５２１- ７６４０
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私
が
育
っ
た
こ
こ
矢
祭
町
は
、
自
然

豊
か
で
住
む
人
の
あ
た
た
か
さ
が
感
じ

ら
れ
る
町
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
人
口

は
年
々
減
少
し
、
訪
れ
る
人
も
減
っ
て

い
る
こ
と
が
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
今

年
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
、
伝
統
あ
る
お
祭
り
が
中
止
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
い
て
も
、
人
々
の
心
を
引
き
つ

け
、
町
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
よ
り
多
く

の
人
に
矢
祭
町
を
知
っ
て
も
ら
い
、
今

以
上
に
活
気
あ
ふ
れ
る
町
に
す
る
た
め

に
、
私
は
次
の
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
性
化
す
る
こ

と
で
す
。
矢
祭
町
に
は
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

や
プ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ

り
ま
す
。
中
体
連
な
ど
の
公
式
大
会
で

使
用
し
な
い
時
期
に
、
町
主
催
の
大
会

を
企
画
し
運
営
す
る
こ
と
で
、
地
域
の

方
々
の
新
た
な
交
流
が
生
ま
れ
る
と
考

え
ま
し
た
。
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る

ふ
れ
あ
い
駅
伝
に
加
え
て
、
年
齢
を

問
わ
ず
気
軽
に
参
加
で
き
る
、
町
内
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
会
場
と
し
た
大
会

で
す
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
勝
つ
こ
と
だ

け
を
目
標
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
運
動
不
足
解
消
で
あ
っ
た
り
、
人

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た

り
、
何
を
目
的
と
す
る
か
は
参
加
者

一
人
ひ
と
り
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。
商

店
を
営
む
方
々
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
、
参
加
者
に
町
内
で
使
用
で
き
る

ク
ー
ポ
ン
を
発
行
す
る
こ
と
で
、
経
済

活
動
に
繋
げ
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
通
う
学
法
石
川
高
校
は
ス
ポ
ー

ツ
が
盛
ん
で
、
私
自
身
も
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
に
所
属
し
、
日
々
練
習
に
励
ん
で

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
得
ら
れ

る
感
動
や
達
成
感
、
仲
間
と
の
絆
。
そ

の
素
晴
ら
し
さ
は
誰
よ
り
も
知
っ
て
い

る
つ
も
り
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
矢
祭

町
全
体
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
関
心
度
や
競

技
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
競
技
性
を

重
視
し
た
大
会
の
開
催
も
加
え
て
提
案

し
ま
す
。
町
内
で
行
わ
れ
る
大
会
が
あ

る
と
知
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
考
え
る

子
ど
も
た
ち
は
多
い
は
ず
で
す
。
も
ち

ろ
ん
、
私
も
そ
の
一
人
で
す
。
試
合
経

験
を
重
ね
、
競
技
力
が
向
上
す
れ
ば
、

矢
祭
町
出
身
者
が
多
く
の
大
会
で
活
躍

す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
上
位
入

賞
を
果
た
せ
る
か
ど
う
か
は
本
人
次
第

と
い
え
ま
す
が
、
地
域
の
方
々
の
応
援

が
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

　

次
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
私
た
ち
高
校
生

や
中
学
生
も
積
極
的
に
ア
イ
デ
ア
を
出

し
、
企
画
か
ら
当
日
の
運
営
ま
で
携
わ

る
つ
も
り
で
す
。
私
は
、
た
っ
た
数
人

だ
け
で
す
べ
て
を
成
し
遂
げ
る
こ
と
は

考
え
て
い
ま
せ
ん
。
大
人
も
子
ど
も
も

自
分
の
で
き
る
「
貢
献
」
の
形
を
見
つ

け
て
、
小
さ
な
積
み
重
ね
の
結
果
と
し

て
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
が
あ
る
の
が
理
想

で
す
。
そ
れ
ら
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
矢

祭
町
出
身
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
方
々
に

出
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現
在
は
離

れ
た
場
所
に
住
ん
で
い
て
も
、
コ
ロ
ナ

禍
で
あ
っ
て
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
な
ら
ば

実
現
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ

に
限
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
わ
た

る
企
画
で
あ
れ
ば
、
よ
り
多
く
の
人
々

の
参
加
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
矢

祭
町
出
身
で
な
く
て
も
、
町
に
関
心
の

あ
る
方
で
あ
れ
ば
、
魅
力
を
知
っ
て
い

た
だ
く
よ
い
機
会
に
な
る
で
し
ょ
う
。

足
を
運
ぶ
人
が
増
え
、
住
む
人
が
増
え

れ
ば
、
美
し
い
自
然
や
特
産
物
だ
け
で

は
な
い
、
矢
祭
町
の
魅
力
を
実
感
し
て

も
ら
え
る
自
信
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
が
効
果
を
発
揮
す
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
は
、
私
た
ち
に
大
き
な
影
響
を
与

え
、
日
常
を
一
変
さ
せ
ま
し
た
。
行
動

が
制
限
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
お

い
て
多
く
の
こ
と
を
諦
め
、
誰
も
が
苦

し
み
、
悔
し
さ
や
悲
し
み
を
乗
り
越
え

て
、
今
が
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

矢
祭
町
に
暮
ら
す
人
々
が
一
丸
と
な
っ

て
、
未
来
に
向
か
っ
て
い
く
時
だ
と
思

い
ま
す
。
私
も
含
め
若
い
人
た
ち
は
、

こ
れ
か
ら
進
学
や
就
職
で
一
時
的
に
町

を
離
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
し
か
し
私
た
ち
に
は
、
い
つ
か
は

必
ず
戻
り
た
い
と
思
わ
せ
て
く
れ
る
、

そ
ん
な
矢
祭
町
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い

と
い
う
願
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
将

来
、
町
の
発
展
の
た
め
に
自
分
に
で
き

る
「
貢
献
」
の
形
を
見
出
し
、
一
翼
を

担
う
存
在
と
な
り
た
い
。
そ
の
た
め
に

私
た
ち
は
、
常
に
目
標
を
掲
げ
、
こ
れ

か
ら
も
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

神長　慶
けいすけ

祐さん
学法石川高等学校２年

町
の
た
め

未
来
の
た
め
に

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
、

人
々
の
心
を
引
き
つ
け
、

町
を
活
性
化
す
る
こ
と
は
可
能

令和３年度青少年の主張矢祭町大会【高校生の部最優秀賞】

将来は、町の発展のために
自分にできる「貢献」の形を見出し、
一翼を担う存在となりたい



　

地
域
住
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
矢
祭

町
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
多
方
面
か
ら
ご

支
援
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
子
ど
も
た
ち
へ
の

温
か
な
見
守
り
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
令
和
4
年
度
矢
祭
町
教
育
構
想

に
関
し
ま
し
て
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
ご
意

見
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
作
成
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。「
矢
祭
町
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
願
い
」「
矢
祭
町
の
園
・
学
校

へ
の
願
い
」
に
つ
い
て
、
一
緒
に
お
考
え
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
Q
R
コ
ー
ド
よ
り
ア

ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
き
、
ご
回
答
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
質
問
は
２
問
で
２
分
程

度
で
す
。
期
間
は
、
２
月
４
日
（
金
）
〜
２

月
18
日
（
金
）
ま
で
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
矢
祭
町
の
学
校
教
育
の
充

実
に
努
め
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
、
矢

祭
町
教
育
委
員
会
☎
４
６
‐

4
5
8
0
ま
で
、
お
願
い
し

ま
す
。

1819

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
臨
時
特
別
給
付
金
を
支
給
し
ま
す

１世帯 支給10万円 申請
期限 ９月30日

住民税非課税世帯等に対する臨時給付金（１世帯あたり１０万円）は、住民税均等割非課税世帯や令和３年
１月以降に新型コロナウイルス感染症の影響で家計急変のあった世帯を支援する新たな給付金です。なお、
給付金を受給するためには、手続きが必要です。

給付対象世帯と申請の有無

問い合わせ
自立総務課企画財政グループ☎０２４７‐４６‐３１３１

＊世帯全員の令和３年度「住民税均等割が非課税」
の世帯

工事名 入札日 （予定価格）
落札金額 落札者 工事場所 工期

令和３年度耐震性貯水槽
設置工事

令和３年
12月 24日

（14,995,200円）
14,960,000円

県南建設（株）
代表取締役社長　藤田良一

東 舘 字
舘本地内

令和３年12月24日～
令和４年３月 31日

令和3年度追分水道施設
膜ろ過装置設置工事

令和４年
1月 13日

（41,789,000円）
38,500,000円

（株）ニノテック
代表取締役社長　樽川啓

下関河内字
追分地内

令和４年１月13日～
令和４年３月 31日

入
札
結
果

※町が発注した、予定価格が１３０万円を超える工事の入札結果を公表します。

お住まいの市町村から確認書が届きますので、
下記返送期限までに返送してください。
※令和３年１２月１０時点で住民登録のある市町村か
　ら確認書が送付されます。
※一部申請が必要な場合があります。

【返送期限】
▶自治体が発出した日から３ヵ月以内

➡
令
和
４
年
度

矢
祭
町
教
育
構
想
を
作
成

子育て世帯生活支援特別給付金（ひとり親世帯以外の方）

一
時
金
を
支
給
し
ま
す

　

７
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
影
響
が
長
期
化

す
る
中
で
、
低
所
得
者
の
子
育
て

世
帯
に
対
し
、
そ
の
実
情
を
踏
ま

え
た
生
活
の
支
援
を
行
う
観
点

か
ら
、
子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特

別
給
付
金
を
支
給
す
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

【
申
請
が
必
要
な
方
】

　

対
象
児
童
（
※
）
の
養
育
者

で
あ
っ
て
、
左
記
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方

・
令
和
３
年
度
分
の
住
民
税
均

　

等
割
が
非
課
税
の
方

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

　

症
の
影
響
を
受
け
て
令
和
３

　

年
１
月
以
降
に
家
計
が
急
変

　

し
、
令
和
３
年
度
分
の
住
民

　

税
均
等
割
が
非
課
税
の
方
と

　

同
様
の
事
情
に
あ
る
と
認
め

　

ら
れ
る
方

（
※
）
対
象
児
童
は
令
和
３
年

３
月
31
日
時
点
で
18
歳
未
満
の

子
供
（
障
害
児
に
つ
い
て
は
20

歳
未
満
）
で
す
。
令
和
４
年
２

月
末
ま
で
に
生
ま
れ
る
新
生
児

も
対
象
で
す
。

【
給
付
額
】

　

児
童
１
人
あ
た
り
一
律
５
万
円

【
申
請
方
法
】

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
と
合
わ
せ
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

す
る
と
と
も
に
、
町
民
福
祉
課

福
祉
保
険
グ
ル
ー
プ
で
お
渡
し

し
ま
す
。

【
申
請
期
限
】

　

令
和
４
年
２
月
28
日
ま
で

※
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別

　

給
付
金
（
10
万
円
）
と
は
別

　

の
給
付
金
と
な
り
ま
す
の
で

　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

町
民
福
祉
課
福
祉
保
険　

グ

ル
ー
プ
☎
０
２
４
７
‐
４
６
‐

４
５
７
３

アンケート調査にご協力ください

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
の
皆
さ
ま
へ

申請が必要となりますので、申請時点で住民登
録のある市区町村に申請してください。
【申請書配布先】
▶矢祭町役場　自立総務課　
【申請期限】
▶令和４年９月３０日

➡

①対象となる世帯に、市町村から給付内容や確
　認事項の書かれた確認書が届きます。
②中身を確認して、市町村に返信してください。
■確認事項
（1）記載された給付金振込口座に誤りがないか
（2）住民税が課税されている方の扶養親族の
　　みの世帯ではないこと

給付金の支給手続き

【世帯全員が、令和３年１月１日以前から住んでいる】

【世帯に、令和３年１月２日以降の転入者がいる】

①給付金を受け取るには、申請が必要です。
②申請書に必要事項を記入して、添付書類と一
　緒にお住いの市区町村の窓口に、直接または、
　郵送でご提出ください。
■申請書配布先
　矢祭町役場　自立総務課

①給付金を受け取るには、申請が必要です。
②申請書に必要事項を記入して、添付書類とと
　もにお住いの市区町村の窓口に、直接または、
　郵送でご提出ください。

＊住民税非課税相当とは、世帯員全員のそれぞれ
の年収見込額（令和３年１月１日以降の任意の１ヵ
月収入×12倍）が市町村民税均等割非課税水準
以下であることを指します。（適用される限度額は、
市町村ごとに異なりますので、お住いの市町村に
お問い合わせください。）

【例】住民税非課税となる年間給与収入の目安
（矢祭町の場合）
▶単身の場合：93万円以下
▶母・子（１人）：135万円以下

＊新型コロナウイルス感染症の影響ではない収入
減少により給付を申請した場合、不正受給（詐欺罪）
に問われる場合がありますので、十分ご注意くだ
さい。

【住民税非課税世帯】
自治体が発出した日から

3 ケ月以内

【家計急変世帯】
令和 4年

住民税非課税世帯
＊令和３年１月以降の収入が減少し「住民税非課税相当」
の収入となった世帯

家計急変世帯

臨時特別給付金を装った詐欺等にご注意ください

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金の「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」が発生する可能性
がありますので、ご注意ください。自宅や職場などに都道府県・市町村や国（の職員）などをかたる不振
な電話や郵便があった場合は、お住まいの市町村や最寄りの警察署か警察相談専用電話（♯9110）にご連
絡をお願いします。
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PROFILE（左下）
近藤秋子【こんどうあきこ】
埼玉県松伏町出身。前職は鉄道
会社勤務。趣味は旅行、スキー、
映画、読書。

ROFILE（左上）
佐瀬和宏【させかずひろ】
千葉県東金市出身。前職は
農協職員。車中泊・旅が趣味。

ROFILE（右上）
影山陽一【かげやまよういち】
宮城県仙台市出身。前職はPCエ
ンジニア、ブライダル音響。

PROFILE（右下）
井上恵【いのうえめぐみ】
福岡県出身。前職はWEBデザイ
ナー。趣味は旅行、歩くこと。

20

協力隊員が運営している
Facebook では、隊員
の活動等をさらに詳しく
見ることができます。▶六之助の白

手元焼陶工・豊田六之助の作品は端正な均整と共に清らかさが漂っています。陶
工が記述した資料や遺品というものがほとんど残っていないのは、明治大正期の庶
民の生活を思えば当然です。しかし六之助には多くの作品が残されています。作品

によってこんなにも１人の人物を偲
ぶことができるのは幸せなことです。
　手工芸品には様式や形態、構造と
か機能そして質感など、さまざまな物としての様相が見られますが、
大事なのは人格とか姿勢のような人間性が表出することです。なか
なか美的な人徳を表すことはできません。むしろ特異な癖とか自

うぬぼ

惚
れた衒

てら

いの方が出てしまいます。六之助の作品にも当然癖が出てい
ますが、良い格好にしようという個性はあまりなく、作品のあるべ
きように良く仕上げるだけで、自分の思いを意識するよりも、自分
を忘れて作品自体の側に意識を置いているように見えます。
　白い意匠は直接強烈に形体を見せるので、日用品としては敬遠さ
れたりしますが、六之助陶器の白は、白磁の凛とした白ではなく穏
やかな優しい白です。

PROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆき】
静岡県浜松市出身。前職は書道
用品店経営。音楽鑑賞とお茶が
趣味。担当業務は町文化財振興。

PROFILE
川瀬孝之【かわせたかゆ
静岡県浜松市出身。前職
用品店経営。音楽鑑賞と
趣味。担当業務は町文化

21

▲「ゆずシャーベット」
　新しくなったカップとパンフレット

　

こ
ん
に
ち
は
、
井
上
で
す
。

　

日
頃
、
近
藤
隊
員
と
と
も
に
、「
地

域
内
外
の
交
流
を
生
み
出
す
場
所
」

を
作
る
こ
と
を
目
指
し
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

日
々
、
地
域
の
方
々
と
関
わ
っ
て

い
る
と
、
矢
祭
町
な
ら
で
は
の
課
題

に
直
面
し
、
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
産
品
の
ひ
と
つ
「
ゆ

ず
」。
今
年
の
冬
は
、
ゆ
ず
に
関
わ

る
方
々
と
ご
縁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
茗
荷
の
ゆ
ず
畑
の
収
穫

の
お
手
伝
い
。
ゆ
ず
の
収
穫
は
、
急

斜
面
に
、
す
る
ど
い
棘
…
と
収
穫
が

大
変
で
す
。
農
家
の
方
の
高
齢
化
に

と
も
な
い
収
穫
さ
れ
な
い
ま
ま
冬
を

越
す
ゆ
ず
畑
が
矢
祭
に
は
あ
り
ま
す
。

実
が
な
っ
て
い
る
の
に
放
置
せ
ざ
る

を
得
な
い
こ
と
を
、
農
家
の
方
は
大

変
気
に
病
ん
で
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
矢
祭
の
ゆ
ず
と
言
え

ば
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
さ
ん
が
作
っ
て

い
る
ゆ
ず
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
。
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
と
言
っ
て
も
、
と
ろ
り
と
し

た
食
感
の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
み
た
い
な

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
で
す
。
今
ま
で
、
ゆ

ず

に
入
っ
た
も
の
だ
け
で
し
た
が
、

も
っ
と
多
く
の
方
に
お
届
け
で
き
た

ら
と
い
う
思
い
か
ら
、
カ
ッ
プ
化
さ

れ
ま
し
た
。

　

ラ
ベ
ル
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成

を
デ
ザ
イ
ン
の
面
で
、
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。
も
っ
と
矢
祭
の
あ
ち
こ

ち
で
こ
の
お
い
し
い
ゆ
ず
シ
ャ
ー

ベ
ッ
ト
に
お
目
に
か
か
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
、
取
り
扱
い
を
町
内
の
事

業
者
さ
ん
に
、
近
藤
隊
員
と
共
に
お

願
い
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

も
し
町
で
見
か
け
た
際
に
は
、
ぜ

ひ
手
に
と
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

～婚活イベント情報～２月号

人
と
人
を
結
ぶ

え
に
し
づ
く
り
の

き
っ
か
け
を

詳しい内容は QR コードまた
は矢祭町 HP「婚活イベント」
で確認できます。

【矢祭町結婚支援室】
リフレッシュふるさとランド内
☎４６-４８８４
E-mail ▶ project-y@silk.ocn.ne.jp
　　　　（E-mail でのご相談可）

「はぴ福なび」への登録案内
ふくしま結婚・子育て支援センターでは
登録者を募集中
・オンライン型結婚支援サービス（県が
導入したシステムで安心）
　価値観診断テストにより合致度が高い
お相手をご紹介
・登録会員限定のイベントやセミナーの
開催あり
・登録料１０，０００円（２年間）
・県内居住で２０歳以上の誠実な方
※詳しくは「はぴ福なび」で検索

矢祭「恋活宣言‼ 」矢祭町が応援

「おしゃべりカフェ」２月１６日（水）（毎月第３水曜日）
夕方６時～９時迄　参加無料　【リフレッシュふるさとランド】
舘山の展望台「ライト点灯時」は開催中のお知らせ、大好評の「ジェ
ルネイル」無料体験を開催します。（事前に来場時間をお知らせ
ください）
ヘアメイクやスキンケアなど、美容に関する相談は、プロが対応
いたします。また、紹介するためのプロフィール登録や写真撮影
も別室にて対応しております。
あなたに合った活動内容の方法の説明や、ご相談もお気軽にどうぞ。
季節ごとの「今月のおやつ」もお楽しみに‼　

日時▶令和４年２月１９日（土）、２０日（日）の２日間
　　　午前１０時～午後４時
場所▶白河市立図書館（小会議室）
※登録に必要なものがございます。詳しくはお問い合わせください。

「はぴ福なび」出張登録会が白河で開催されます

～　え　に　し　～
（８）

婚活応援キャンペーン
写真館で無料撮影
「はぴ福なび」の紹介状用写真を指定の写
真館が無料で撮影します。
期間▶令和３年１０月１日～
　　　令和４年３月３１日
対象▶期間中にご登録された方

「ひとりひとりの結婚支援」世話やき人セミナーの開催

日時▶令和４年２月２０日（日）　午前１０時～１２時
場所▶白河市立図書館　
対象▶結婚希望者及びその親御様　
参加▶無料（予約優先）
・事前予約により個別相談もできます。
・申込の締め切りは令和４年２月１７日（木）まで
※メール、窓口、電話のいずれかでお申込みください。（詳し

　　くは白河市役所HP）
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まちの駅
　やまつり

利
用
無
料

休憩スペース

トイレ

営 業 時 間
平日8：30～ 17：00

■休憩スペース（無料）
　ちょっとした休憩やトイレ、フリーWi-Fi の利用、コーヒー・紅茶等の無料提供、地域情報の案内、もったい　　
ない文庫の取り扱いも行っています。待ち時間やお買い物の途中など、お気軽にお立ち寄りください。

【買ってくっぺ便】には、買い物代行と移動販売があります
■買い物代行

■移動販売

お買い物にお困りの方はまちの駅やまつりまでお電話ください
町内で購入出来る商品を登録料・手数料無料でお届けします。

注 文

担当：小滝

担当：佐川

H P

Facebook

電話受付時間
平日９時から 11時まで
まちの駅にお電話
ください。
品物おひとつから
配達いたします。

配達時間
当日 14時から 16時頃
※配達時間が前後する
　場合がございます
お届けの際に現金で
お支払いください。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日

お気軽にご注文
ください

登 録 配 達

【問い合わせ】
まちの駅やまつり　☎：0247-57-5659 　FAX : 0247-57-5660

まちの駅までお電話を
いただきましたら、後日
担当がご自宅までお伺い
します。その際に、申込書
を記入していただき
登録は完了です。

★内川地区
・菊池 洋さん宅前　 
　　　　（13：30頃）
・金澤 利光さん宅
　　　　（13：45頃）
・芳賀 きよ子さん宅
　　　　（14：30頃）
・古市 勝弥さん宅　
　　　　（ 14：40頃）
・仲田 春治さん宅　
　　　　（15：30頃）

★石井地区
・やまつりファーム　 
　　　　（13：30頃）
・下石井中野内地区
　　　　（13：45頃）
・和田 始子さん宅前
　　　　（14：00頃）
・櫻の苑　
　　　　（14：10頃）
・佐川 カツエさん宅前　
　　　　（14：30頃）
・山崎 節子さん宅前
　　　　(15：00頃 )

・竹野内地区池の前　 
　　　　（13：30頃）
・古市園芸前
　　　　（14：10頃）
・鶴ヶ池バス停
　　　　（14：40頃）
・古市 文雄さん宅前　
　　　　（ 15：00頃）
・追分地区　
　　　　（15：15頃）

★宝坂・追分地区 ★下関・大垬地区
お菓子、お惣菜、
日用品など取り揃え
ております

※大雨、大雪の日は運行を休止する場合があります。また、予告なしに運行を休止する場合がございます。

・中山ニュータウン
　　　　(13：30頃 )
・沼田 ミチ子さん宅
　　　　（14：00頃）
・天神前バス停
　　　　(14：20頃 )
・古市理容室前
　　　　(14：30頃 )
・佐川商店前　
　　　　(14：50頃 )
・折屋　 （15：40頃）

●到着時間が前後する場合があります



１００万円の寄付に感謝
▶善行章表彰

　１月１７日（月）、昨年１０月に「旭日単光章」
受賞を記念し、１００万円を寄付した鈴木義伯さん
への善行章表彰が自宅にて行われ、矢祭町をになう
人づくり事業の推進に寄与された功績を讃え、佐川
町長から鈴木さんに表彰状及び記念品が贈られまし
た。

2425

TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　１月６日（木）、役場第１会議室において監査委
員選任書交付式が行われ、昨年１２月の町議会定例
会で選任に同意された藤田義広さんに行財政の健全
な運営を目指し、佐川町長から選任書が交付されま
した。任期は令和４年１月６日から令和８年１月５
日までの４年間となります。

行財政の健全な運営を目指して
▶監査委員選任書交付式

　　１２月２４日（金）、矢祭東部地域整備促進期
成同盟会の片野尭夫会長をはじめとする代表者が来
庁し、国道３４９号小田川Ⅱ工区終点地から川又丁
字路先までの二車線化や町道機能の確保と農道の舗
装化、滝川渓谷新ルートの早期開設など全６項目に
ついて町及び議会へ陳情しました。

矢祭東部地域整備促進のために
▶矢祭東部地域整備促進期成同盟会陳情

町内の無火災・無災害を願う
▶矢祭町消防団出初式

　１月４日（火）、　令和４年矢祭町消防団出初式が
矢祭中学校校庭にて挙行されました。今年も山村開
発センター駐車場から矢祭中学校までの道程を堂々
と行進し、地域住民へ無火災を呼びかけました。ま
た、式典では、規律正しい観閲・通常点検ののち、
各種表彰等が行われました。

　１月１４日（金）、やまつりこども園各教室のテ
ラスにおいて、だんごさし行事が行われました。幼
児教育部の園児が各教室で赤・緑・黄色・白のだん
ごをそれぞれ作り、テラスの柱に設置されたミズノ
キに縁起物の飾りとともにだんごをさして、１年間
の無病息災を願いました。

　１月１２日（水）、役場第１会議室において人権
擁護委員委嘱状交付式が行われ、昨年９月の定例町
議会で候補者に推薦されていた陳野勝美さんに福島
地方法務局白河支局長から委嘱状が伝達されまし
た。任期は令和４年１月１日から令和６年１２月
３１日までの３年間となります。

無病息災を願った小正月行事
▶やまつりこども園だんごさし

人権思想の普及高揚のため
▶人権擁護委員委嘱状交付式

３団体合同で閉級式を迎える
▶生涯学習合同閉級式

　１月２２日（土）、山村開発センター大集会室に
おいて、令和大学・女性団体連絡協議会・ふるさと
探検隊合同の閉級式が行われました。式では、各団
体の参加賞及び修了賞が鈴木教育長職務代理より授
与され、各団体の代表者がそれぞれ１年間の活動に
対するお礼のことばを述べました。



後期高齢者医療保険料▶７期
納期限（口座振替日）▶２月２８日（月）

●今月の納税

「春季全国火災予防運動」

　３月１日から３月７日まで、春季全国火災予防運動が実施
されます。令和３年の矢祭管内火災件数は１件でした。令和
４年は火災件数０件を目指し、矢祭町全体で火災予防運動に
務めましょう。
　また、これからの時季は風が強くなり、空気が乾燥し火災
が多発する季節です。家庭ごみの焼却行為に関しては、法律
で空地や田畑で焼却する行為などは原則禁止されています。
ただし、農業を営むためにやむを得ないものとして行われる
焼却 ( 稲わら、枝等 ) や風俗慣習上または宗教上の行事を行う
ための焼却 ( 門松、とり小屋等 ) は焼却禁止の例外となってい
ます。
　焼却を実施する前に迷ったら最寄りの関係機関に問い合わ
せをお願いします。

4041

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区
佐藤　花凛 12/22 公史 ・ 真菜美 戸　塚

●赤ちゃん誕生おめでとう（敬称略）
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て
い
ま

す
。

　

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

平
成
18
年
４
月
に
施
行
さ
れ

た
「
高
齢
者
虐
待
の
防
止
、

高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る

支
援
等
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
高
齢
者
の
尊
敬
を

守
る
た
め
、
高
齢
者
虐
待
の

防
止
や
虐
待
の
早
期
発
見
・

早
期
対
応
の
た
め
施
策
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
老
人
福
祉
施
設
等
の
社
会

福
祉
施
設
に
お
い
て
、
施
設
の

協
力
を
得
な
が
ら
特
設
の
人
権

相
談
所
で
あ
る「
出
前
相
談
会
」

を
開
設
し
て
、
入
所
者
や
そ
の

家
族
か
ら
も
施
設
内
で
気
軽
に

相
談
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
管
内
市
町
村
に

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
職
員
と
連
絡
を
密
に
し
、
民

行事＆お知らせ

情報局情報局
案　
　

内

「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）
の
ご
案
内

自
動
車
の
移
転
・
抹
消
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

生
委
員
と
も
連
絡
を
密
に
す
る

な
ど
、
高
齢
者
と
身
近
に
接
す

る
機
会
の
多
い
社
会
福
祉
事
業

従
事
者
と
の
連
携
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
基

に
こ
れ
か
ら
も
社
会
に
貢
献

し
た
い
、
地
域
の
人
た
ち
と

交
流
し
趣
味
を
楽
し
み
た
い
、

と
い
う
高
齢
者
の
思
い
を
踏

ま
え
、
今
後
と
も
、
高
齢
者

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、

そ
し
て
、
さ
ら
に
、
高
齢
者

を
大
切
に
す
る
心
を
育
て
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

み
ん
な
の
人
権

　

１
１
０
番
☎
０
５
７
０
‐
０

　

０
３
‐
１
１
０
／
子
ど
も
の

　

人
権
１
１
０
番
☎
０
１
２
０

　

‐
０
０
７
‐
１
１
０
／
女
性

　

の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
０

　

５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　

予
備
自
衛
官
と
は
、
一
般

の
社
会
人
や
学
生
と
い
っ
た

自
衛
官
未
経
験
者
を
「
予
備

自
衛
官
補
」
と
し
て
公
募
・

採
用
し
、
教
育
訓
練
修
了
後
、

「
予
備
自
衛
官
」
と
し
て
任
用

す
る
制
度
で
す
。
な
お
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
各
予
定

に
つ
い
て
は
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

応
募
資
格

予
備
自
衛
官
補

（
一
般
）
▼
18
歳
以
上
34
歳

　

未
満
の
者
／
予
備
自
衛
官
補

　
（
技
能
）
▼
18
歳
以
上
で
国

　

家
資
格
を
有
す
る
者
（
資
格

に
つ
い
て
は
要
問
い
合
わ

　

せ
）

受
付
期
間　

令
和
４
年
１
月
６

　

日
〜
４
月
８
日

試
験
期
日　

令
和
４
年
４
月
11

　

日
〜
17
日
（
う
ち
指
定
さ
れ

　

た
１
日
）

試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら

　

せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
福
島
地

　

方
協
力
本
部
白
河
地
域
事
務

　

所
（
担
当
：
近
田
）
☎
０
２

　

４
８
‐
２
４
‐
０
３
７
２

募　
　

集

予
備
自
衛
官
補
を

募
集
し
ま
す

申
告
書
作
成
会
場
開
設
の

お
知
ら
せ

人　口 ５,４８１人（＋   ２）
男 ２,６８５人（－   １）
女 ２,７９６人（＋   ３）
世　帯 ２,０８７世帯（＋   ３）

人の動き
１月１日現在の住民基本台帳より

（　）内は前月比

　今月号では、成人式の取材をさせてい
ただきました。昨年同様、新型コロナウ
イルス感染症対策を徹底した上で式典が
開催されました。その中で、実施できる
か不安を抱いていた新成人の声も聞かれ
ましたが、新成人の皆さまの表情はとて
も晴れやかで眩しく、コロナの不安を払
拭するほどの素晴らしい成人式でした。
　新成人の皆さまが輝かしい未来を迎え
ることができるよう心よりお祈り申し上
げます。成人式を迎えられた皆さま誠に
おめでとうございます。　　　　鈴木（悠）

●あとがき

「火事・救急・救助は119番」
　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　  ☎ 46―2119

●町内火災・救急件数
（令和4年1月1日～1月15日）

火災件数　 0 件
救急出動　   7件

消防分署からのお願い

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区
鈴木　守光 76 秀典 12 / 23 中石井
菊池　重安 84 義男 1 / 1 中石井
髙澤　チヨ 96 正勝 1 / 5 関　岡
吉田　　茂 71 正志 1 / 6 下石井
本多　秋吉 72 弘幸 1 / 9 小田川
菊池　　章 85 基之 1 / 19 関　岡
菊池　宣光 66 晃 1 / 20 下石井
鈴木三代子 68 正一郎 1 / 24 中石井
藤田キクヱ 93 一郎 1 / 25 茗　荷

●お悔み申し上げます（敬称略）

税
の
無
料
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

相　
　

談

高
齢
者
の
人
権
を

考
え
る



◎
町
道
路
線
の
認
定
（
議
案
第

90
号
）

　

国
道
３
４
９
号
下
関
２
工
区
及

び
３
工
区
に
お
け
る
バ
イ
パ
ス
工

事
の
完
了
に
伴
い
、
バ
イ
パ
ス
と

並
行
す
る
現
道
区
間
が
町
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
移
管
さ

れ
る
区
間
を
町
道
に
認
定
し
町

管
理
と
す
る
た
め
、
道
路
法
第

８
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
議
案
第
91
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
法
人
町
民
税
、

固
定
資
産
税
、
普
通
交
付
税
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
体
制
確
保
事
業
費
補
助
金
、

水
利
施
設
等
保
全
高
度
化
事
業

補
助
金
、
指
定
文
化
財
保
存
活

用
事
業
補
助
金
、
矢
祭
町
21
ふ

る
さ
と
人
づ
く
り
基
金
寄
附
金
、

過
年
度
収
入
の
増
額
、
矢
祭
町

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
、
減
債

基
金
繰
入
金
、
教
育
債
の
減
額
、

歳
出
に
お
け
る
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
繰
出
金
、
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
補
助
金
、
水
利
施

設
等
保
全
高
度
化
事
業
委
託
料
、

食
農
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
育
成

事
業
委
託
料
、
道
路
等
維
持
工

事
費
、
戸
津
辺
の
サ
ク
ラ
整
備

工
事
、
予
備
費
等
の
増
額
、
駅

前
広
場
造
成
測
量
設
計
委
託
料
、

東
白
川
郡
ポ
ン
プ
操
法
大
会
補

助
金
等
の
減
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議

案
第
92
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰
入

金
の
増
額
、
保
険
給
付
費
等
交

付
金
の
減
額
、
歳
出
に
お
け
る

療
養
給
付
費
交
付
金
等
過
年
度

返
還
金
、
予
備
費
の
増
額
が
主

な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
93
号
）

　

歳
入
に
お
け
る
一
般
会
計
繰
入

金
、
雑
入
の
増
額
、
歳
出
に
お
け

る
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
、
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
、
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
費
の
増
額
、

予
備
費
の
減
額
が
主
な
補
正
の

内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
霊
園
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
議
案

第
94
号
）

　

既
定
予
算
総
額
に
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
歳
出
に
お
け
る
工

事
請
負
費
不
足
に
伴
う
予
備
費

充
当
が
主
な
補
正
の
内
容
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
矢
祭
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
95

号
）

　

第
３
条
予
算
の
収
益
的
収
入

に
お
け
る
営
業
外
収
益
の
一
般
会

計
か
ら
の
補
助
金
の
増
額
、
馬

渡
戸
及
び
高
野
谷
地
配
水
池
水

位
計
修
繕
共
済
金
の
減
額
、
収

益
的
支
出
に
お
け
る
営
業
費
用

の
重
機
賃
借
料
、
水
道
施
設
修

理
代
等
の
増
額
、
経
営
戦
略
策

定
業
務
委
託
料
及
び
重
要
管
路

線
管
理
台
帳
策
定
業
務
委
託
料

等
の
減
額
が
主
な
補
正
の
内
容

で
す
。

◎
監
査
委
員
の
選
任
（
議
案
第

96
号
）

　

地
方
自
治
法
第
１
９
６
条
第

１
項
の
規
定
に
よ
り
議
会
の
同
意

を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

全
会
一
致
で
、
選
任
す
る
こ
と

に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◎
ウ
イ
グ
ル
を
応
援
す
る
全
国

地
方
議
員
の
会　

会
長
丸
山
治

章
様
よ
り
次
の
陳
情
が
あ
り
ま

し
た
。

〇
ウ
イ
グ
ル
等
の
人
権
問
題
に

対
し
国
に
調
査
を
求
め
る
意
見

書
採
択
を
求
め
る
陳
情

　

令
和
３
年
第
６
回
臨
時
会
は
、

11
月
30
日
午
前
10
時
に
招
集
さ

れ
、
専
決
処
分
２
件
、
条
例
の
一

部
改
正
１
件
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
１
件
が
提
案
さ
れ
、
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◎
専
決
第
８
号　

令
和
３
年
度

矢
祭
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算
（
議
案
第
79
号
）、
専
決
第
９

号　

令
和
３
年
度
矢
祭
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
議
案
第
80
号
）

　

緊
急
を
要
す
る
た
め
、
地
方

自
治
法
第
１
７
９
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
専

決
処
分
を
し
た
の
で
、
同
条
第
３

項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
承
認

を
求
め
る
も
の
で
す
。

やまつり
議会議会だよりだより №159

2022.2.1

第７回定例会
12月6日～10日

矢
祭
町
監
査
委
員
の
選
任

全
会
一
致
で
同
意
！

12
月
定
例
議
会
は
、
12
月
６
日
か
ら
10
日
ま
で
の
５
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
初
日
は
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明

が
行
わ
れ
、
続
い
て
担
当
課
長
か
ら
議
案
の
内
容
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
２
日
目
は
議
案
調
査
の
た
め
休
会
。
３
日
目
と

４
日
目
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
７
名
の
議
員
が
登
壇
し
町
に
質
問
を
し
ま
し
た
。
５
日
目
の
最
終
日
は
議
案
審
議
が
行

わ
れ
、
条
例
の
制
定
３
件
、
条
例
の
一
部
改
正
４
件
、
町
道
路
線
の
認
定
１
件
、
令
和
３
年
度
各
会
計
補
正
予
算
５
件
、

監
査
委
員
の
選
任
１
件
が
提
案
さ
れ
、
合
計
14
案
件
を
審
議
し
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

2627

◎
矢
祭
町
特
定
事
業
活
動
振
興

計
画
に
基
づ
く
固
定
資
産
税
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
制
定

（
議
案
第
83
号
）

　

福
島
復
興
再
生
特
別
措
置
法

の
規
定
に
よ
り
、
提
出
特
定
事

業
活
動
振
興
計
画
に
基
づ
く
、

特
定
事
業
活
動
の
用
に
供
す
る

施
設
等
を
新
設
又
は
増
設
し
た

事
業
者
に
対
し
て
課
税
す
る
固

定
資
産
税
の
課
税
免
除
の
措
置

を
講
じ
る
た
め
、
新
た
な
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
観
光
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
条
例
の
制
定
（
議
案
第
84
号
）

　

サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
じ
て
町

民
の
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も

に
、
環
境
に
優
し
い
移
動
手
段

の
提
供
に
よ
り
、
観
光
客
の
利

便
性
の
向
上
を
図
り
、
観
光
の

振
興
及
び
地
域
間
交
流
の
促
進

に
資
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法

第
２
４
４
条
の
２
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
新
た
な
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
読
書
活
動
の
推
進
に

関
す
る
条
例
の
制
定
（
議
案
第

85
号
）

　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館

が
開
館
15
周
年
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
「
読
書
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」
を
改
め
て
町
の
重
点

施
策
と
し
て
位
置
づ
け
、
町
民

一
人
ひ
と
り
の
豊
か
な
心
を
育

み
、
人
生
を
よ
り
深
く
生
き
る
、

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現
に

向
け
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
個
人
情
報
保
護
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議

案
第
86
号
）
、
矢
祭
町
特
定
個

人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
（
議
案
第
87
号
）

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
施

行
に
伴
う
行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
関
連
す

る
規
定
を
整
備
す
る
必
要
が
生

じ
た
た
め
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

用
及
び
特
定
個
人
情
報
の
提
供

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
（
議
案
第
88
号
）

　

デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法
の
施

行
に
伴
う
行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た

め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

法
律
の
改
正
に
伴
い
、
本
条
例

で
引
用
す
る
規
定
に
条
ず
れ
が

生
じ
た
た
め
、
関
連
す
る
条
名

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
矢
祭
町
税
特
別
措
置
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
議
案

第
89
号
）

　

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の

支
援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の

創
設
及
び
地
域
経
済
牽
引
事
業

の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律

の
改
正
に
伴
い
、
固
定
資
産
税

の
課
税
免
除
の
適
用
期
限
を
延

長
す
る
た
め
、
関
連
す
る
条
項

に
つ
い
て
所
要
の
改
正
を
行
う

も
の
で
す
。

令和３年度各会計別予算補正状況（議案第91～95号）
　　　　　　　　　　（単位：千円）

会　　計　　名 既 定 額 補 正 額 予算総額
一 般 会 計 5,210,834 63,181 5,274,015

特 別 会 計

国民健康保険 641,377 2,671 644,048

介 護 保 険 630,756 130 630,886

霊 園 事 業 3,461 0 3,461

水道事業会計
収益的収入 144,980 21 145,001

収益的支出 144,050 21 144,071

令和３年度各会計別予算補正状況（専決第８、９号）
（単位：千円）

会　計　名 既 定 額 補 正 額 予算総額

一　般　会　計 5,206,712 4,122 5,210,834

水道事業
会　　計

収益的
支　出 144,050 0 144,050

条　
　
　

例

町
道
路
線
の
認
定

人

事

案

件

補

正

予

算

請
願
・
陳
情

陳
　

情

第
６
回
臨
時
会

監
査
委
員
に

藤

田

義

広

氏
※任期は令和4年1月6日から
　令和8年1月5日まで

専

決

処

分



た
い
と
考
え
る
が
、
土
地
の
候

補
地
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

誘
致
す
る
土
地
に
つ
い
て

は
、
企
業
誘
致
の
時
期
を
考
え

な
が
ら
決
め
て
い
く
こ
と
が
順

序
だ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

以
前
橋
の
銘
板
が
盗
難
に

遭
っ
た
が
、
銘
板
は
あ
っ
た
ほ

う
が
良
い
と
考
え
る
。
完
全
に

剥
が
れ
な
い
溶
接
や
、
盗
難
さ

れ
て
も
価
値
の
低
い
ア
ル
ミ
製

に
す
る
等
の
考
え
も
あ
る
が
、

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

福
島
県
内
に
お
い
て
橋
名
板

の
盗
難
が
相
次
い
で
発
生
し
た

こ
と
を
受
け
、
福
島
県
土
木
部

道
路
管
理
課
よ
り
、
県
管
理
施

設
に
お
け
る
橋
名
板
を
ス
テ
ン
レ

ス
製
と
し
て
、
取
付
材
料
は
盗
難

対
策
仕
様
の
も
の
と
す
る
旨
の

通
知
が
あ
っ
た
。
本
町
に
お
い
て

も
、
県
の
盗
難
防
止
対
策
を
参

考
に
し
て
橋
名
板
の
設
置
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

補
修
に
は
何
年
も
か
か
る

と
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　

事
業
課
長

　

県
で
は
補
修
工
事
に
合
わ
せ

て
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ね
じ
山

を
潰
す
な
ど
す
ぐ
に
行
え
る
対

策
は
取
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。

　
　

橋
の
欄
干
や
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
が
汚
れ
て
い
る
の
が
多
く
見

受
け
ら
れ
る
。
現
在
の
清
掃
状

況
と
今
後
の
清
掃
及
び
架
け
替

え
の
計
画
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
、
清
掃
は
実
施
し
て
い

な
い
状
況
で
あ
る
。
老
朽
化
や

錆
に
よ
る
腐
食
等
、
安
全
対
策

の
観
点
か
ら
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や

欄
干
の
清
掃
や
塗
装
、
あ
る
い

は
部
分
的
な
交
換
等
を
計
画
的

に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　
　

ユ
ー
パ
ル
矢
祭
西
側
の
河

川
敷
に
水
遊
び
が
で
き
る
人
工

的
な
場
所
が
あ
れ
ば
、
ユ
ー
パ

ル
の
宿
泊
者
や
地
元
の
子
供
た

ち
が
気
軽
に
遊
べ
る
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

久
慈
川
の
堤
防
沿
い
の
桜
の

植
樹
と
ユ
ー
パ
ル
西
側
の
グ
ラ

ン
ド
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を
検
討

し
て
い
る
。
ま
た
、
他
町
村
に

あ
る
河
川
敷
を
利
用
し
た
公
園

等
も
視
察
し
な
が
ら
、
利
活
用

を
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

久
慈
川
の
河
川
敷
の
焼
き

払
い
の
実
施
に
つ
い
て
は
議
論

さ
れ
て
く
る
時
期
と
思
っ
て
い

る
。
最
近
は
中
止
と
い
う
年
も

あ
る
が
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な

在
り
方
が
適
正
で
あ
る
と
考
え

る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

令
和
元
年
の
台
風
19
号
の
復

旧
及
び
災
害
対
策
工
事
等
に
伴

う
、
法
面
防
草
シ
ー
ト
に
損
害

を
与
え
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、

令
和
２
年
度
と
３
年
度
は
中
止

し
た
。
河
川
管
理
者
で
あ
る
県

に
久
慈
川
河
川
敷
の
草
刈
り
を

要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　

煙
の
問
題
や
地
球
環
境
の

目
線
で
、
草
刈
り
を
行
っ
て
対

応
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

燃
え
か
す
が
飛
散
し
、
町
民

の
方
か
ら
車
や
洗
濯
物
が
汚
れ

る
や
悪
臭
の
苦
情
が
寄
せ
ら
れ

る
点
、
環
境
へ
の
影
響
を
鑑
み

る
こ
と
等
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
県

が
久
慈
川
堤
防
関
係
の
工
事
を

行
っ
て
い
る
最
中
な
の
で
、
完

成
に
至
る
ま
で
の
経
緯
を
見
な

が
ら
、
来
年
度
以
降
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

毎
年
の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

作
戦
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
数
台
分

の
ご
み
が
集
め
ら
れ
る
。
空
き

缶
等
の
ポ
イ
捨
て
条
例
に
基
づ

き
指
導
し
た
実
績
等
の
過
去
の

デ
ー
タ
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

令
和
２
年
に
内
川
地
内
で
生

活
ご
み
を
捨
て
て
い
る
と
い
う

連
絡
を
受
け
、
訪
問
し
て
指
導

し
た
と
い
う
経
緯
は
あ
る
が
、

令
和
３
年
度
は
指
導
等
の
実
績

は
な
い
。
令
和
２
年
度
以
前
に

つ
い
て
は
、
口
頭
に
よ
る
指
導

が
数
件
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
の
有
名
人
に
あ
ば

れ
る
君
が
お
り
、
大
人
か
ら
子

供
ま
で
大
人
気
で
あ
る
。
テ
レ

ビ
番
組
で
地
方
ロ
ケ
等
の
企
画

を
打
診
さ
れ
た
場
合
、
協
力
し

て
は
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

昨
年
、
あ
ば
れ
る
君
が
矢
祭

町
を
紹
介
す
る
テ
レ
ビ
番
組
が

あ
り
、
来
町
し
た
際
に
本
人
に

町
の
応
援
大
使
を
依
頼
し
て
い

る
。
時
間
が
取
れ
れ
ば
事
務
所

に
行
っ
て
お
願
い
し
て
く
る
つ

も
り
で
あ
る
。

　
　

矢
祭
町
が
知
ら
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
全
国
か
ら
観
光
客
が

多
く
訪
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
お
金
を
使
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
な
環
境
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
。
道
の
駅
の
よ
う

な
町
外
の
方
が
お
金
を
落
と
し

て
く
れ
る
よ
う
な
施
設
、
環
境

等
を
整
備
す
る
考
え
は
あ
る
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

矢
祭
町
か
ら
50
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
圏
内
に
は
約
65
万
人
の
人
口

が
お
り
、
矢
祭
町
を
中
心
と
し

た
観
光
行
政
は
し
っ
か
り
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。
道
の
駅
も
第
６

次
総
合
計
画
の
中
で
、
令
和
７

年
頃
か
ら
構
想
を
具
現
化
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

◎
矢
祭
町
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
（
議
案
第
81
号
）

　

福
島
県
人
事
委
員
会
の
勧
告

に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
３
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
議
案

第
82
号
）

　

令
和
３
年
度
東
橋
橋
梁
補
修

工
事
の
入
札
を
令
和
３
年
11
月

18
日
に
執
行
し
ま
し
た
の
で
、

地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第

５
号
及
び
議
会
の
議
決
に
付
す

べ
き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
又

は
処
分
に
関
す
る
条
例
第
２
条

の
規
定
に
基
づ
き
、
契
約
の
締

結
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
で
す
。

〇
契
約
の
方
法

　

指
名
競
争
入
札
に
よ
る
契
約

〇
契
約
の
金
額

　

９
９
，
０
０
０
，
０
０
０
円

（
う
ち
消
費
税
額
９
，
０
０
０
，
０
０
０
円
）

　
　

現
在
、
教
育
長
が
不
在
の

た
め
、
教
育
長
職
務
代
理
者
が

対
応
し
て
い
る
。
必
要
な
行
事

に
は
全
て
出
席
さ
れ
て
い
る

が
、
教
育
長
職
務
代
理
者
と
教

育
長
の
報
酬
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

教
育
長
職
務
代
理
者
と
し
て

の
報
酬
は
定
め
ら
れ
て
い
な
い

の
で
、
条
例
に
よ
る
教
育
委
員

会
委
員
と
し
て
の
報
酬
、
年
額

13
万
８
，
４
０
０
円
を
支
払
っ

て
い
る
。
教
育
長
の
報
酬
は
月

額
52
万
３
，
０
０
０
円
と
な
っ

て
い
る
。

　
　

教
育
長
不
在
の
今
は
通
常

の
職
務
代
理
者
と
は
全
く
状
況

が
違
う
。
名
前
だ
け
で
は
な
く

そ
れ
な
り
の
待
遇
も
必
要
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

教
育
長
職
務
代
理
者
が
全
て

の
責
任
を
負
う
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
教
育
長
が
不
在
の
時

に
は
教
育
課
長
が
責
任
を
持
つ

こ
と
が
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い

る
の
で
、
待
遇
の
改
善
等
は
考

え
て
い
な
い
。

　
　

報
酬
を
改
正
す
る
た
め
に

は
条
例
の
改
正
が
必
要
だ
が
、

改
正
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
考
え

を
伺
う
。

　
　

町
長

　

職
務
代
理
者
と
し
て
の
職
務

を
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
願

い
し
て
い
る
の
で
、
改
正
等
は

考
え
て
い
な
い
。

　
　

教
育
長
職
務
代
理
者
に
事

故
が
起
き
た
場
合
に
そ
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
が
不
在
に
な
っ
て
し
ま

う
と
、
教
育
委
員
会
の
機
能
が

う
ま
く
働
か
な
く
な
る
と
思

う
。
現
在
の
教
育
長
の
人
事
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

町
長

　

教
育
関
係
者
に
ご
迷
惑
を
か

け
て
い
る
こ
と
は
重
々
承
知
し

て
い
る
。
現
在
、
人
選
を
進
め

て
お
り
、
早
く
安
心
で
き
る
教

育
環
境
を
整
備
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

学
校
で
は
、
授
業
中
騒
が

し
か
っ
た
り
、
先
生
の
言
う
こ

と
を
聞
か
な
い
ク
ラ
ス
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
で

は
定
期
的
に
学
校
訪
問
を
行
っ

て
い
る
が
、
抜
き
打
ち
で
訪
問

し
て
ク
ラ
ス
の
状
況
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

指
導
主
事
が
毎
日
小
中
学

校
、
こ
ど
も
園
を
回
り
状
況
把

握
に
努
め
て
い
る
。
そ
の
中
で

問
題
が
あ
る
こ
と
も
聞
い
て
い

る
の
で
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し

て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　

園
長
や
校
長
の
話
だ
け
で

は
な
く
、
一
般
の
先
生
の
話
に

も
耳
を
傾
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　

教
育
課
長

　

指
導
主
事
は
児
童
、
生
徒
と

関
わ
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
の

で
、
幅
広
く
情
報
収
集
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

人
口
減
少
を
食
い
止
め
る

た
め
に
は
、
女
性
が
い
な
い
と

困
難
で
あ
り
、
女
性
が
働
き
や

す
い
、
イ
メ
ー
ジ
の
良
い
企
業

が
あ
る
と
魅
力
的
だ
と
思
う
。

そ
う
い
っ
た
企
業
の
誘
致
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
今

後
の
町
工
業
の
発
展
と
人
口
流

出
、
減
少
の
歯
止
め
と
な
る
よ

う
な
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　

町
長

　

人
口
減
少
の
対
策
に
は
、
働

く
場
を
設
け
る
こ
と
が
大
切

で
、
職
業
も
多
種
多
様
な
環
境

を
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
矢
祭

町
は
関
東
圏
に
近
い
と
い
う
地

の
利
を
活
か
し
な
が
ら
、
今
後

企
業
誘
致
の
た
め
の
情
報
収
集

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

人
口
減
少
は
な
か
な
か
歯

止
め
が
利
か
な
い
と
い
う
の
が

実
情
だ
と
思
う
。
企
業
誘
致
を

前
倒
し
し
て
進
め
て
い
た
だ
き

答

質
問　

教
育
長
職
務
代
理
者

の
待
遇
に
つ
い
て

問

問答

答 答答 問

問

質
問　

橋
の
銘
板
に
つ
い
て

問

問

答

答

問

問 答

問

質
問　

ご
み
の
投
げ
捨
て
に

つ
い
て

問

問

答答

問

一　

般　

質　

問
（
要
旨
）

12
月
議
会
定
例
会
の
一
般
質
問
は
、
８
日
と
９
日
に
行
わ
れ
、

７
議
員
が
登
壇
し
町
政
全
般
に
つ
い
て
執
行
部
の
考
え
を
質
し
ま

し
た
。

教
育
・
産
業
・
土
木
・

環
境
・
観
光
行
政

藤井隆治議員

答

答答 問問

質
問　

教
育
長
の
選
任
に
つ
い
て

質
問　

河
川
敷
の
利
活
用
に

つ
い
て

答

質
問　

町
の
観
光
大
使
に
つ
い
て

問

質
問　

町
工
業
と
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て

問問 答答
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今
般
の
よ
う
な
事
態
が
今

後
も
起
こ
り
得
る
と
考
え
れ

ば
、
今
回
限
り
の
対
策
で
は
な

く
、
先
々
の
こ
と
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
制
度
と
し
て
確
立
し

て
お
く
こ
と
が
大
切
と
思
う

が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

こ
う
い
っ
た
と
き
の
危
機
対

策
も
今
後
の
検
討
課
題
か
と
は

思
っ
て
い
る
。

　
　

共
有
地
を
最
初
に
購
入
し

た
方
は
ど
の
よ
う
な
計
画
だ
っ

た
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

当
初
、
牛
の
牧
場
と
し
て
利

用
し
た
い
と
の
こ
と
で
相
談
に

来
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

　
　

以
前
見
た
と
き
に
は
完
全

に
産
業
廃
棄
物
が
撤
去
さ
れ
て

い
な
い
状
況
だ
っ
た
が
、
そ
の

後
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

以
前
と
現
状
は
変
わ
っ
て
お

ら
ず
、
大
型
土
の
う
袋
に
産
廃

が
詰
ま
っ
た
状
態
で
放
置
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

そ
の
後
工
事
が
行
わ
れ
、

雑
木
林
が
無
く
な
り
、
雑
草
が

生
え
て
い
る
状
況
だ
が
、
町
長

は
見
に
行
っ
た
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

現
場
は
見
た
が
、
完
全
に
整

地
さ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
っ

た
。
再
度
県
か
ら
指
導
し
て
も

ら
う
こ
と
し
か
で
き
な
い
と
思

う
。

　
　

最
初
に
買
っ
た
方
が
亡
く

な
ら
れ
、
相
続
も
し
て
い
る
状

況
か
と
思
う
が
、
町
は
ど
こ
ま

で
把
握
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

担
当
課
に
所
有
権
が
移
転
し

た
と
の
連
絡
は
あ
っ
た
。
県
は

廃
棄
物
を
全
て
撤
去
し
な
さ
い

と
い
う
指
導
を
し
た
が
、
現
在

も
同
じ
状
態
に
な
っ
て
い
る
。

　
　

地
権
者
が
必
要
な
い
と
な

れ
ば
、
町
で
買
い
上
げ
る
考
え

は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
は
な
い
。

　
　

ぜ
ひ
町
が
買
い
戻
し
て
、

観
光
目
的
に
何
か
活
用
で
き
な

い
か
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

中
国
企
業
に
買
わ
れ
て
し
ま
う

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、

町
で
し
っ
か
り
把
握
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

町
長

　

情
報
収
集
し
な
が
ら
、
今
後

の
課
題
に
し
た
い
と
思
う
。

　
　

滝
川
渓
谷
の
川
の
水
質
も

か
な
り
悪
く
な
っ
て
い
る
が
、

東
白
川
フ
ァ
ー
ム
か
ら
流
れ
る

川
と
、
馬
渡
戸
か
ら
流
れ
る
川

の
合
流
地
点
は
見
た
こ
と
が
あ

る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

確
認
は
し
て
い
な
い
。

　
　

道
路
設
計
を
行
っ
た
業
者

は
ど
こ
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

藤
建
技
術
設
計
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
。

　
　

設
計
は
町
担
当
者
も
把
握

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

業
務
委
託
に
よ
り
、
完
成
時

に
は
検
査
を
し
て
納
品
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　

現
場
に
崩
落
箇
所
が
あ
る

が
、
な
ぜ
補
修
を
し
な
い
の
か

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

崩
落
現
場
は
２
期
工
事
の
箇

所
と
な
る
が
、
６
月
の
大
雨
に

よ
り
崩
落
を
し
、
そ
の
後
も
繰

り
返
し
崩
落
が
発
生
し
た
こ
と

か
ら
、
３
期
工
事
の
変
更
設
計

で
対
応
す
る
こ
と
と
し
た
。
２

期
工
事
は
事
故
繰
越
で
金
額
の

増
額
が
で
き
な
い
た
め
３
期
工

事
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

勾
配
が
急
す
ぎ
て
、
今
後

も
崩
落
が
起
こ
る
か
と
考
え

る
。
今
後
、
ど
の
よ
う
な
設
計

に
す
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

カ
ゴ
枠
工
で
の
施
工
に
変
更

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
延
長

６
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
４
メ
ー
ト

ル
、
カ
ゴ
枠
８
段
積
み
を
３
か

所
計
画
し
て
い
る
。

　
　

カ
ゴ
枠
で
土
留
め
は
で
き

る
と
思
う
が
、
そ
の
上
の
土
砂

と
木
が
落
ち
て
く
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
回
り
道
に
す

る
よ
う
な
計
画
は
な
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
回
り
道
と

い
う
計
画
変
更
は
な
い
。

　
　

役
場
職
員
に
設
計
や
検
査

な
ど
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
職

員
は
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

技
術
系
の
職
員
は
い
な
い
。

　
　

し
っ
か
り
検
査
が
で
き
る

職
員
が
必
要
と
考
え
る
が
、
専

門
職
員
を
採
用
す
る
予
定
は
な

い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

今
後
技
術
職
員
も
考
え
る
必

要
が
あ
る
時
期
は
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。

　
　

Ｉ
Ｐ
電
話
を
交
換
す
る
た

め
業
者
と
在
宅
時
間
を
決
め
た

が
、
そ
の
時
間
に
な
っ
て
も
来

な
か
っ
た
こ
と
が
２
度
あ
っ

た
。
他
で
も
同
じ
よ
う
な
苦
情

が
あ
っ
た
が
、
ど
こ
の
業
者
が

請
負
い
、
子
会
社
は
何
社
い
る

の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

請
負
業
者
は
東
日
本
電
信
電

話
株
式
会
社
の
宮
城
営
業
部
福

島
支
店
で
、
そ
の
下
請
け
が
大

和
電
設
工
業
株
式
会
社
で
あ

る
。
実
際
に
現
場
に
行
く
業
者

の
方
が
い
る
よ
う
だ
が
、
数
は

把
握
し
て
い
な
い
。

　
　

土
日
は
料
金
が
違
う
た

め
、
連
絡
を
取
ら
な
い
と
土
日

は
で
き
な
い
と
聞
い
た
が
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

料
金
が
違
う
と
い
う
話
に
つ

い
て
は
確
認
が
取
れ
て
い
な
い
。

　
　

第
６
次
総
合
計
画
の
２
年

度
に
向
け
て
、
重
点
政
策
で
あ

る
東
舘
駅
周
辺
整
備
計
画
、
道

の
駅
整
備
構
想
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
移
設
計
画
、
役
場

新
庁
舎
の
建
設
計
画
な
ど
、
町

民
に
具
体
的
に
方
針
を
示
し
、

早
急
に
着
手
す
べ
き
段
階
に
あ

る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

第
６
次
総
合
計
画
に
沿
っ

て
、
誰
も
が
納
得
い
く
よ
う
な

進
め
方
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い

る
。
限
り
あ
る
予
算
の
中
で
ど

う
い
っ
た
施
設
を
造
る
か
と
い

う
こ
と
は
、
今
後
議
員
の
皆
様

と
共
に
し
っ
か
り
捉
え
な
が
ら

考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
　

令
和
４
年
度
の
予
算
編
成

に
当
た
っ
て
、
町
長
の
具
体
的

な
方
針
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

事
業
推
進
の
中
で
の
思
い

を
職
員
等
に
知
ら
せ
な
が
ら
、

個
々
の
編
成
に
当
た
っ
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

全
て
の
整
備
計
画
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
、
同
時
に
具
体

的
な
検
討
に
入
る
こ
と
で
、
今

後
の
町
づ
く
り
の
姿
が
町
民
に

と
っ
て
よ
り
明
確
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
重

点
施
策
の
整
備
計
画
が
同
時
に

ス
タ
ー
ト
で
き
な
い
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

順
番
を
し
っ
か
り
考
え
て
検
討

す
べ
き
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

必
要
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ

に
つ
い
て
は
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
し
っ
か
り
と
描
き
、
適
切

な
場
所
を
選
択
し
て
い
く
作
業

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を

伺
う
。

　
　

町
長

　

し
っ
か
り
と
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
。

　
　

関
係
人
口
の
創
出
、
定
住

人
口
の
拡
大
は
、
町
が
存
続
し

て
い
く
た
め
の
最
大
の
課
題
で

あ
り
、
今
年
度
の
施
政
方
針
で

も
重
点
策
に
掲
げ
て
い
る
。
そ

の
対
応
策
と
し
て
ま
ち
な
か
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
向
上
事
業
の
基

本
調
査
、
計
画
策
定
が
実
施
さ

れ
て
い
る
が
、
事
業
の
詳
細
と

現
状
を
伺
う
。
ま
た
、
人
口
増

対
策
に
係
る
総
体
的
な
取
組
み

の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
度
は
矢
祭
産
の
季
節
野

菜
を
使
用
し
た
「
お
も
て
な
し

料
理
」
で
、
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア
ー

を
夏
と
秋
に
実
施
し
た
。
次
年

度
は
町
の
魅
力
を
発
信
す
る

人
材
育
成
や
人
材
創
出
、
メ

ニ
ュ
ー
開
発
等
を
実
現
化
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

町
の
基
幹
産
業
の
農
業
後

継
者
と
な
り
得
る
人
材
を
外
部

か
ら
積
極
的
に
呼
び
込
み
、
現

役
世
代
の
方
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝

授
し
て
い
た
だ
き
育
て
て
い
く

制
度
を
確
立
す
る
こ
と
で
、
町

を
存
続
す
る
た
め
の
大
き
な
一

手
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ

う
い
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
は
行
っ

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
ラ
ズ

ベ
リ
ー
協
力
隊
の
１
人
は
、
来

年
の
９
月
で
任
期
満
了
を
迎
え

る
が
、
そ
の
後
も
町
に
残
っ
て

農
業
に
携
わ
っ
て
い
く
と
言
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
外
部
か

ら
人
材
を
呼
び
込
む
こ
と
も
１

つ
の
手
段
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
に
目
を
向
か
せ
る

の
に
は
他
の
地
域
と
違
う
魅
力

で
あ
り
、
ま
た
特
典
が
あ
っ
て

も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

う
。
条
件
付
で
土
地
や
住
宅
の

提
供
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も

あ
る
と
聞
く
が
、
そ
う
い
っ
た

検
討
を
し
た
こ
と
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
に
基
づ

き
空
き
家
所
有
者
に
意
向
調
査

を
行
っ
て
い
る
段
階
で
あ
る

が
、
そ
の
中
で
１
件
が
登
録
と

な
り
、
間
も
な
く
成
約
に
な
っ

た
。
今
後
も
バ
ン
ク
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
　

米
生
産
農
家
に
対
す
る
苗

代
補
助
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

文
書
発
送
の
準
備
を
し
て
お

り
、
12
月
27
日
に
振
込
を
予
定

し
て
い
る
。

　
　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ

り
、
重
油
に
よ
る
温
度
管
理
の

必
要
な
ハ
ウ
ス
生
産
者
の
経
営

を
圧
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
生
産
者
に
対
す

る
支
援
策
が
急
務
と
思
わ
れ
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
と
し
て
の
対
応
は
考
え
て

い
な
い
が
、
県
に
お
い
て
原
油

価
格
高
騰
に
係
る
経
営
相
談
や

支
援
策
を
紹
介
す
る
た
め
の
相

談
窓
口
を
設
置
し
て
い
る
。
ま

た
、
農
林
水
産
省
及
び
一
般
社

団
法
人
日
本
施
設
園
芸
協
会
で

は
、
省
エ
ネ
に
取
組
む
農
業
団

体
を
対
象
に
原
油
価
格
高
騰
時

に
補
填
金
を
支
払
う
事
業
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
ほ
か
、
国
や
県
の
制

度
の
周
知
を
図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

県
の
支
援
策
に
対
す
る
前

提
条
件
は
非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が

高
く
、
申
請
で
き
な
い
と
い
う

話
を
聞
い
て
い
る
。
町
と
し
て

も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
原
油

価
格
高
騰
分
の
補
助
の
検
討
が

必
要
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
出
現
に

よ
っ
て
原
油
の
取
引
が
下
落
し

て
い
る
情
報
も
あ
る
の
で
、
原

油
価
格
の
動
向
を
見
な
が
ら
、

他
町
村
の
動
き
も
確
認
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

る
。

問

鈴木敏男議員

環
境
・
土
木
・
一
般
行
政

質
問　

産
業
廃
棄
物
を
処
理
し

た
馬
渡
戸
共
有
地
の
そ
の
後
に

つ
い
て

一
般
・
産
業
行
政

片野一也議員

質
問　

令
和
４
年
度
に
向
け
た

重
点
施
策
の
見
通
し
並
び
に

予
算
編
成
方
針
に
つ
い
て

答

問問

問

答

答問

答

問 問

問問問

問

問

問 答

問 答問 答問 答

問

答

答問答問答
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質
問　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る

イ
チ
ゴ
、
花
卉
生
産
者
等
、
経
費
が

増
大
す
る
産
業
の
支
援
策
に
つ
い
て

問 答答

答

答

答

問

問

答 問

問

答

問

答

答答

答

質
問　

Ｉ
Ｐ
電
話
の
交
換
に
つ
い
て

答答

答

質
問　

林
業
専
用
道
戸
塚
線
に

つ
い
て

答質
問　

関
係
人
口
創
出
、
定
住

人
口
拡
大
策
の
取
組
み
に
つ
い
て

問問
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暮
れ
か
ら
新
年
に
か
け
第

６
波
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
接
種

の
予
定
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

令
和
４
年
１
月
下
旬
か
ら
接

種
が
開
始
で
き
る
よ
う
に
関
係

機
関
と
調
整
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

医
療
関
係
者
は
12
月
中
と

い
う
こ
と
が
あ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

医
療
関
係
者
も
含
め
て
そ
れ

ぞ
れ
の
市
町
村
で
接
種
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
ま
だ

決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ

る
。
医
療
関
係
者
や
年
齢
は
関

係
な
く
、
８
か
月
を
超
え
た
方

か
ら
順
次
行
っ
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

　
　

年
末
年
始
に
か
け
て
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受
け
た
い
場

合
に
は
、
か
か
り
つ
け
医
か
検

査
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
を

行
い
、
順
次
診
療
を
受
け
て
も

ら
う
こ
と
に
な
る
と
思
う
。

　
　

成
人
式
実
施
に
関
わ
っ

て
、
年
末
年
始
の
対
応
は
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

現
時
点
で
は
感
染
も
落
ち
着

い
て
い
る
状
況
な
の
で
、
具
体

的
に
は
考
え
て
い
な
い
。
実
行

委
員
会
を
通
じ
て
、
感
染
対
策

を
講
じ
て
い
く
こ
と
、
感
染
拡

大
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は
規
模

の
縮
小
、
懇
親
会
の
中
止
も
検

討
で
き
る
よ
う
に
、
柔
軟
な
検

討
体
制
を
講
じ
て
臨
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

大
子
町
で
は
車
に
乗
っ
た

ま
ま
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
で
き
る
病

院
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
矢
祭

町
で
も
成
人
式
に
関
わ
っ
て
そ

の
よ
う
な
対
応
が
で
き
な
い
か

伺
う
。

　
　

町
長

　

今
の
と
こ
ろ
東
白
４
町
村
の

中
で
の
外
来
セ
ン
タ
ー
の
検
査

体
制
が
あ
る
の
で
、
各
町
村
に

よ
る
体
制
は
講
じ
て
い
な
い
。

　
　

国
の
支
援
策
で
期
間
が
延

長
さ
れ
た
も
の
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

主
な
も
の
と
し
て
、
緊
急
小

口
資
金
、
緊
急
小
口
資
金
等
の

特
例
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

金
、
住
居
確
保
給
付
金
は
来
年

３
月
末
日
ま
で
延
長
に
な
っ

た
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
で

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
伴

う
傷
病
手
当
金
の
支
給
も
３
月

末
日
ま
で
延
長
と
な
っ
た
。

　
　

新
た
な
生
活
支
援
策
と
い

う
こ
と
で
、
国
か
ら
様
々
な
も

の
が
出
て
い
る
が
、
町
の
対
応

も
含
め
て
公
表
で
き
る
内
容
が

あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

国
の
支
援
事
業
で
令
和
３
年

度
子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別

支
援
事
業
が
あ
り
、
児
童
を

養
育
し
て
い
る
者
に
、
年
収

９
６
０
万
円
以
上
の
世
帯
を
除

き
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま
で
の
子

供
た
ち
に
１
人
当
た
り
10
万
円

相
当
の
給
付
を
行
う
も
の
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

今
後
、
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
の
追
加
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
要
望
を
聞
き
な
が
ら
早
急

に
対
応
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
事

業
計
画
等
を
出
し
て
い
る
が
、

交
付
決
定
額
よ
り
も
か
な
り
多

い
事
業
計
画
を
町
で
は
立
て
て

い
る
。
も
し
追
加
の
交
付
金
等

が
入
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
で

あ
れ
ば
、
オ
ー
バ
ー
し
て
い
る

部
分
の
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
追
加
の
交
付
金
が

あ
る
場
合
に
は
町
民
の
皆
様
の

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
等
に
つ
な
が

る
よ
う
な
事
業
を
計
画
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

タ
ク
シ
ー
補
助
支
援
事
業

の
来
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議

会
の
中
で
、
令
和
４
年
度
よ
り

65
歳
以
上
の
方
と
障
が
い
の
あ

る
方
を
助
成
の
対
象
と
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。
ま
た
、
助
成

券
は
月
４
枚
発
行
し
て
い
た

が
、
６
枚
に
増
や
し
移
動
手
段

の
な
い
方
々
に
よ
り
多
く
利
用

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

税
の
滞
納
者
も
対
象
に
な

る
の
か
伺
う
。

　
　

副
町
長

　

滞
納
者
に
つ
い
て
は
該
当
に

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

問　

矢
祭
町
防
災
の
日
と
高
地

原
橋
完
成
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
、
町
民
へ
の
責
務
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

一
昨
年
の
台
風
19
号
は
、
本

町
を
含
め
東
日
本
に
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
町
民
誰
も
が

防
災
に
関
す
る
意
識
を
持
っ
た

と
思
う
。
町
民
の
財
産
、
生
命

を
守
る
防
災
行
政
は
、
防
災
に

対
す
る
町
民
の
意
識
づ
け
が
大

事
な
の
で
、
そ
う
い
っ
た
思
い

で
防
災
の
日
の
制
定
を
考
え

た
。

　
　

高
地
原
橋
が
落
橋
し
た
当

時
の
消
防
団
や
地
域
の
人
の
努

力
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
橋
が

完
成
す
る
ま
で
を
記
録
し
て
お

い
て
は
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

　
　

事
業
課
長

　

高
地
原
橋
復
旧
ま
で
の
経
過

に
つ
い
て
は
、
橋
の
開
通
式
の

際
に
お
配
り
し
た
資
料
の
と
お

り
整
理
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

久
慈
川
堤
防
や
流
域
の
水

害
、
土
砂
撤
去
の
問
題
な
ど
を

大
前
提
と
し
て
解
決
し
な
が

ら
、
防
災
を
考
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
久
慈

川
堤
防
整
備
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
の
８
月
に
県
南
建
設
事

務
所
が
事
業
説
明
会
を
開
催

し
、
そ
の
中
で
、
堤
防
が
整
備

さ
れ
れ
ば
今
ま
で
よ
り
は
浸
水

被
害
は
減
少
す
る
と
思
わ
れ
る

が
、
多
少
の
被
害
は
発
生
す
る

の
で
、
地
域
の
皆
様
に
は
ご
承

知
お
き
く
だ
さ
い
と
い
う
説
明

が
あ
っ
た
。
ま
た
、
堤
防
が
整

備
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
県
ま

た
は
町
に
お
い
て
河
川
の
土
砂

等
の
撤
去
を
計
画
的
に
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問　

国
道
３
４
９
号
の
拡
張
工

事
に
関
わ
っ
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｃ
工
場

入
口
に
信
号
機
の
設
置
を
陳
情

し
た
が
、
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
伺
う
。

　
　

町
長

　

以
前
、
棚
倉
警
察
署
か
ら
は

交
通
量
等
の
関
係
か
ら
信
号
機

の
設
置
は
厳
し
い
と
伝
え
ら
れ

て
い
た
が
、
こ
の
度
、
再
度
検

討
し
て
回
答
す
る
旨
の
返
事
を

い
た
だ
い
た
。
今
後
も
信
号
機

設
置
に
向
け
て
要
望
活
動
を
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

国
道
１
１
８
号
の
山
野
井

カ
ー
ブ
改
修
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

今
年
の
３
月
に
説
明
会
を
開

催
し
、
道
路
を
外
側
に
振
る
こ

と
に
つ
い
て
地
元
の
合
意
を
得

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
年
度
は

カ
ー
ブ
区
間
の
物
件
調
査
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
用
地
取
得

の
促
進
を
図
る
予
定
で
あ
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

　
　

今
回
の
通
学
路
点
検
に
お

け
る
経
緯
と
、
危
険
個
所
は
何

か
所
あ
っ
た
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

千
葉
県
八
街
市
で
の
事
故
を

受
け
、
国
交
省
か
ら
安
全
点
検

の
指
示
が
あ
り
、
町
で
も
独
自

に
総
点
検
を
実
施
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
対
策
が
必

要
と
さ
れ
て
い
た
箇
所
に
新
た

な
箇
所
を
加
え
た
12
か
所
を
危

険
箇
所
と
し
て
特
定
し
た
。

　
　

町
政
懇
談
会
が
開
催
で
き

な
い
中
で
、
多
く
の
要
望
等
が

あ
る
と
思
う
。
陳
情
、
要
望
を

受
け
、
対
応
を
回
答
す
る
と
い

う
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で

は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い
か

が
か
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

現
段
階
に
お
い
て
も
、
要
望

を
受
け
る
際
の
日
程
調
整
等
は

自
立
総
務
課
で
対
応
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　
　

青
少
年
の
主
張
大
会
で
、

町
づ
く
り
に
関
わ
り
た
い
と
い

う
よ
う
な
高
校
生
の
主
張
が

あ
っ
た
。
子
供
た
ち
の
夢
が
膨

ら
む
よ
う
な
町
づ
く
り
を
町
民

と
共
に
進
め
ら
れ
な
い
か
伺

う
。

　
　

町
長

　

子
供
た
ち
の
主
張
や
成
人
式

の
ス
ピ
ー
チ
で
、
町
を
思
う
気

持
ち
を
し
っ
か
り
捉
え
て
い
る

青
少
年
が
い
る
こ
と
は
、
大
変

う
れ
し
く
思
っ
て
い
る
。
今
後
、

青
少
年
が
集
ま
る
機
会
を
設
け

る
な
ど
、
地
域
に
関
わ
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
は
あ

る
。

　
　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
事
業

に
よ
り
、
子
供
た
ち
へ
の
教
育
、

影
響
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

２
学
期
か
ら
小
・
中
学
校
に

１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
が
配

備
さ
れ
、
各
校
で
「G

o
o
g
l
e
 

f
o
r
 
E
d
u
c
a
t
i
o
n

」と
い
う
サ
ー

ビ
ス
の
活
用
を
推
奨
し
て
い
る

と
と
も
に
、
Ａ
Ｉ
ド
リ
ル
や
授

業
支
援
ア
プ
リ
な
ど
の
導
入
支

援
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
用
す
る

こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上

が
っ
た
り
、
新
し
い
形
の
授
業

に
よ
り
生
徒
た
ち
の
主
体
性
、

学
習
意
欲
の
高
ま
り
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
関
わ
り

と
し
て
、
週
に
３
日
間
小
・
中

学
校
に
入
っ
て
、
先
生
方
か
ら

の
相
談
に
答
え
た
り
、
生
徒
た

ち
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
り
し
て
、
学
校
か

ら
は
非
常
に
助
か
っ
て
い
る
と

の
評
価
を
得
て
い
る
。

　
　

旧
追
分
分
校
の
利
用
に
特

別
な
思
い
を
持
っ
た
協
力
隊
員

が
い
る
。
も
し
、
地
域
の
中
で

何
か
を
行
い
た
い
と
い
う
よ
う

な
動
き
が
あ
っ
た
場
合
に
、
町

は
相
談
に
乗
っ
た
り
、
実
施
し

た
り
す
る
考
え
は
あ
る
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

協
力
隊
員
と
し
て
旧
追
分
分

校
を
利
用
し
て
何
か
を
行
う
と

い
う
よ
り
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
や
運

営
を
し
て
い
く
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
し
た
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
う
い
う

こ
と
が
あ
れ
ば
協
力
隊
と
一
緒

に
運
営
に
つ
い
て
考
え
て
い
き

た
い
と
思
う
。

　
　

ま
ち
な
か
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
の
委
託
業
者
は
、
交
流
人

口
拡
大
の
た
め
の
人
づ
く
り
を

行
う
と
言
っ
て
い
る
が
、
今
後

の
町
づ
く
り
の
基
本
方
向
を
業

者
だ
け
に
頼
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

町
づ
く
り
の
主
役
は
町
民
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
と

思
う
。
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
活
躍

し
て
い
る
方
を
も
っ
と
増
や
し

て
い
き
た
い
と
い
う
考
え
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
力
向
上
事
業
で

の
人
材
育
成
、
発
掘
な
ど
を
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
回
の
衆
議
院
議
員
選
挙

か
ら
新
た
な
投
票
所
で
の
投
票

が
行
わ
れ
た
。
以
前
の
投
票
所

が
廃
止
さ
れ
た
地
区
の
町
民
か

ら
、
移
動
投
票
所
が
あ
る
と
い

い
と
い
う
声
を
聞
く
が
、
そ
う

い
っ
た
検
討
は
で
き
な
い
か
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

投
票
区
の
見
直
し
を
行
い
初

め
て
の
選
挙
だ
っ
た
が
、
混
乱

も
な
く
多
く
の
方
が
期
日
前
投

票
を
利
用
さ
れ
た
と
理
解
し
て

い
る
。
ま
た
、
投
票
区
の
再
編

質
問　

青
少
年
の
主
張
と
矢
祭

町
の
教
育
に
つ
い
て

質
問　

町
づ
く
り
に
つ
い
て

問問

質
問　

町
民
の
安
心
安
全
な

防
災
事
業
に
つ
い
て

問

答問答

問答問

答

問 答答

問答

答問

問問

問 問

問

問

答 答

答答

答

答

答答 問

質
問　

土
木
事
業
と
交
通
安
全

対
策
に
つ
い
て

問答

問答問

問答 答

問答

問

答

大森泰幸議員

健
康
福
祉
・
防
災
・
土
木

・
教
育
・
一
般
行
政

質
問　

年
末
年
始
の
新
型
コ
ロ
ナ

対
応
策
と
町
民
支
援
に
つ
い
て
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に
当
た
り
移
動
投
票
所
に
つ
い

て
も
検
討
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
二
重
投
票
等

の
不
正
な
投
票
を
防
止
す
る
新

た
な
シ
ス
テ
ム
が
必
要
に
な
る

こ
と
や
、
職
員
の
配
置
の
増
と

い
っ
た
こ
と
が
出
て
く
る
こ
と

か
ら
、
導
入
を
見
送
っ
た
経
緯

が
あ
る
。
今
後
の
選
挙
の
投
票

状
況
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
投

票
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

道
の
駅
を
造
る
こ
と
に
よ

り
、
地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
が
で
き

る
と
考
え
る
が
、
併
せ
て
加
工

施
設
も
整
備
す
る
べ
き
か
と
思

う
。
早
い
段
階
で
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
を
決
め
る
こ
と
が
必
要

か
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

慎
重
に
、
し
っ
か
り
計
画
を

練
る
に
は
時
間
が
か
か
る
も
の

と
承
知
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

福
島
市
で
は
幾
つ
か
の
地

区
に
ま
ち
の
駅
が
あ
る
。
本
町

で
も
ユ
ー
パ
ル
や
矢
祭
山
な
ど

に
ま
ち
の
駅
を
設
置
し
て
、
道

の
駅
が
で
き
る
ま
で
の
間
、
既

存
の
施
設
を
利
用
し
て
は
と
思

う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

事
業
課
長

　

そ
の
よ
う
な
発
想
は
な
か
っ

た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
研
究
し
た

い
と
思
う
。

　
　

地
元
の
理
解
を
得
な
が
ら

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
を
計

画
的
に
考
え
る
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

旧
関
岡
と
旧
内
川
小
学
校
に

つ
い
て
は
、
民
間
の
数
社
か
ら

利
用
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
旧
関
岡
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
と

し
て
利
用
す
る
こ
と
も
考
え
て

み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
会

社
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
る

の
か
伺
う
。
ま
た
、
公
共
施
設

の
具
体
的
な
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

公
共
の
土
地
な
の
で
検
討
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

旧
関
岡
小
学
校
は
、
消
防
設

備
等
の
実
験
室
や
パ
レ
ッ
ト
関

係
の
工
場
の
設
置
と
い
っ
た
話

が
あ
る
。
旧
内
川
小
学
校
は
、

バ
イ
オ
関
係
の
企
業
か
ら
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

以
前
、
旧
関
岡
小
学
校
の

体
育
館
を
子
供
の
室
内
遊
び
場

に
し
て
は
と
い
う
話
が
あ
っ
た

が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

以
前
か
ら
子
供
の
遊
び
場
を

望
む
声
は
聞
い
て
い
る
の
で
、

そ
れ
も
含
め
て
検
討
し
た
い
。

　
　

内
川
地
区
に
は
清
流
の
里

と
い
う
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し

て
い
る
組
織
が
あ
る
の
で
、
小

学
校
を
加
工
所
に
し
て
は
と

思
っ
て
い
る
。
高
齢
者
や
女
性

が
働
く
場
所
だ
っ
た
り
、
体
験

で
き
る
場
所
に
向
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
い

か
が
か
。

　
　

町
長

　

い
ろ
い
ろ
意
見
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
今
後
の
検
討
課
題
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

国
で
は
女
性
活
躍
男
女
共

同
参
画
の
重
点
方
針
が
示
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
、
本
町
で
も
男
女

共
同
参
画
の
基
本
政
策
を
進
め

る
べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

矢
祭
町
に
お
い
て
も
令
和
２

年
度
に
男
女
共
同
参
画
計
画
を

策
定
し
て
い
る
。
た
だ
、
国
が

示
す
男
女
共
同
参
画
の
大
枠
の

方
針
に
沿
っ
て
作
成
し
て
い
る

も
の
の
、
具
体
的
な
部
分
は
詰

め
る
必
要
の
あ
る
計
画
と
認
識

し
て
い
る
。
特
に
生
涯
学
習
分

野
に
お
い
て
は
、
女
性
が
活
躍

す
る
場
面
も
多
く
あ
り
、
健
康

支
援
に
つ
い
て
も
福
祉
分
野
と

の
連
携
の
中
で
、
具
体
的
な
課

題
、
施
策
が
見
い
出
せ
る
か
を

参
加
者
と
意
見
交
換
し
な
が
ら

考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

　
　

参
加
者
に
つ
い
て
詳
し
く

伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

男
女
共
同
参
画
に
関
し
て

は
、
生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
の
中

で
所
掌
し
て
い
る
分
野
で
あ

り
、
生
涯
学
習
分
野
の
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
に
参
加
さ
れ
て
い
る

方
で
、
そ
う
い
っ
た
女
性
の
声

を
聞
く
機
会
が
多
い
認
識
が

あ
っ
た
の
で
申
し
上
げ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　
　

男
女
共
同
参
画
の
計
画
が

あ
る
こ
と
は
良
い
と
思
う
が
、

公
表
は
さ
れ
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　

教
育
課
長

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て

い
る
か
と
思
う
。

　
　

先
般
の
福
島
学
力
調
査
の

結
果
を
受
け
、
町
で
は
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
り
、
改
善
、
対

策
を
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く

の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

小
学
校
は
全
学
年
県
平
均
を

下
回
る
結
果
に
な
っ
て
い
る
。

対
策
と
し
て
基
礎
・
基
本
の
定

着
の
た
め
の
Ｑ
―
Ｕ
テ
ス
ト
に

よ
り
子
供
た
ち
の
学
び
の
環
境

状
況
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
の
環

境
づ
く
り
を
重
視
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
併
せ
て
個

別
指
導
や
Ｔ
Ｔ
指
導
の
充
実
、

定
期
的
な
授
業
研
修
会
に
よ
る

教
員
の
資
質
向
上
に
も
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い

る
。
中
学
校
で
は
２
年
生
が
県

平
均
を
上
回
り
、
１
年
生
は
若

干
下
回
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

対
策
と
し
て
、
授
業
で
の
重
点

指
導
や
家
庭
学
習
で
の
反
復
練

習
を
強
化
す
る
ほ
か
、
Ｔ
Ｔ
指

導
体
制
を
活
か
し
た
補
充
的
な

学
習
の
確
保
な
ど
、
授
業
実
践

指
導
を
心
が
け
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
　

土
曜
日
が
休
み
と
な
り
、

そ
の
分
の
授
業
を
平
日
に
振
り

分
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
子

供
た
ち
は
忙
し
く
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
感
じ
る
。
そ
の
解

消
の
た
め
に
も
月
に
１
、
２
回

程
度
、
土
曜
日
の
授
業
実
施
を

検
討
し
て
は
と
思
う
が
、
い
か

が
か
。

　
　

教
育
課
長

　

英
語
の
授
業
が
導
入
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
小
学
校
の
授
業

数
が
増
え
る
部
分
に
つ
い
て

は
、
県
南
管
内
に
お
い
て
長
期

休
業
を
減
ら
す
形
で
対
応
し
て

い
る
。
現
場
の
認
識
と
し
て
、

子
供
の
忙
し
さ
は
学
校
行
事
だ

け
で
は
な
く
、
ス
ポ
少
や
習
い

ご
と
な
ど
も
起
因
す
る
こ
と
も

踏
ま
え
る
と
、
土
曜
日
に
登
校

さ
せ
る
こ
と
が
か
え
っ
て
負
担

増
に
な
る
の
で
は
と
の
考
え
を

持
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま

た
、
教
員
の
多
忙
化
解
消
と
い

う
観
点
も
配
慮
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
の
で
、
現
時
点
で
土
曜

授
業
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。

　
　

大
き
な
課
題
と
し
て
チ
ャ

ッ
ト
機
能
の
パ
ス
ワ
ー
ド
の
問

題
が
上
が
っ
て
お
り
、
い
じ
め

に
つ
な
が
っ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
報
道
が
あ
っ
た
。
当
町
で
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
、
対
策
は

講
じ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

矢
祭
町
に
お
い
て
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
介
し
た
い
じ
め
問
題

は
生
じ
て
い
な
い
が
、
今
後
そ

う
い
っ
た
問
題
が
生
じ
得
る
と

い
う
意
識
で
対
応
し
て
行
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
は
、
学

校
サ
イ
ド
と
も
意
識
を
共
有
し

て
い
る
。
パ
ス
ワ
ー
ド
に
つ
い

て
は
、
現
時
点
で
生
徒
が
忘
れ

て
し
ま
っ
た
場
合
に
先
生
が
対

応
す
る
場
面
も
多
い
の
で
類
推

し
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
る

が
、
子
供
た
ち
が
慣
れ
て
き
た

ら
個
人
管
理
に
移
行
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち

帰
り
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
併
せ
て
ル
ー
タ
ー
に
つ

い
て
も
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

現
在
持
ち
帰
り
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
12
月
の
週
末
を
利
用

し
て
一
時
的
に
持
ち
帰
り
の
実

証
実
験
を
行
お
う
と
考
え
て
い

る
。
ル
ー
タ
ー
に
つ
い
て
も
、

実
証
実
験
と
し
て
貸
出
し
を

し
、
ど
の
程
度
の
利
用
に
な
る

か
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　
　

不
登
校
気
味
の
生
徒
へ
の

対
応
は
ど
の
よ
う
な
っ
て
い
る

か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

個
別
の
事
象
に
つ
い
て
全
て

承
知
は
し
て
い
な
い
が
、
現
時

点
で
不
登
校
の
生
徒
へ
の
貸
し

出
し
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い

か
と
思
う
。
キ
ー
ボ
ー
ド
に
つ

い
て
は
、タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
で
も
、

Ｕ
Ｓ
Ｂ
で
つ
な
い
で
キ
ー
ボ
ー

ド
操
作
も
で
き
る
仕
様
に
な
っ

て
い
る
。

　
　

大
子
町
で
は
不
登
校
の
生

徒
に
も
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
渡
し
て

い
る
事
例
が
あ
る
。
少
し
で
も

教
育
の
機
会
の
確
保
と
い
う
意

味
で
も
、
教
育
委
員
会
と
し
て

協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

個
別
の
事
情
が
違
う
の
で
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
出
し
が
必
要

な
段
階
か
ど
う
か
は
各
学
校
で

判
断
す
べ
き
か
と
思
っ
て
い

る
。
た
だ
、
別
室
登
校
の
生
徒

に
遠
隔
授
業
と
い
う
形
で
、
教

室
の
様
子
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
飛

ば
し
な
が
ら
、
少
し
ず
つ
教
室

に
慣
れ
て
も
ら
う
よ
う
な
対
応

を
取
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
る
の

で
、
そ
う
い
っ
た
使
い
方
は
積

極
的
に
提
案
を
い
た
だ
け
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

預
か
り
保
育
施
設
の
増
築

が
行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
た

が
、
代
替
案
な
ど
は
考
え
て
い

る
か
伺
う
。

　
　

町
長

　

乳
幼
児
が
多
く
、
今
の
場
所

で
は
狭
い
と
い
う
話
は
以
前
か

ら
あ
り
増
築
を
考
え
て
い
た

が
、
な
か
な
か
進
ま
な
い
こ
と

も
あ
る
の
で
、
代
替
案
を
検
討

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

町
内
の
企
業
に
対
し
て
、

事
務
所
内
保
育
を
働
き
か
け
て

は
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

企
業
の
考
え
も
あ
る
の
で
、

選
択
肢
の
中
で
考
え
て
い
き
た

い
と
思
う
。

　
　

経
費
が
か
か
り
た
め
ら
う

部
分
も
あ
る
と
思
う
。
町
が
支

援
す
る
給
付
事
業
も
検
討
で
き

な
い
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を

検
討
し
な
が
ら
よ
り
良
い
方
法

に
つ
い
て
提
案
で
き
れ
ば
と
思

う
。

　
　

土
曜
日
も
預
か
り
保
育
を

行
っ
て
い
る
が
、
仕
事
が
休
み

の
と
き
は
家
庭
で
お
願
い
し
ま

す
と
言
わ
れ
、
預
け
ら
れ
な

か
っ
た
と
の
声
を
聞
く
。
そ
の

件
に
関
し
て
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

預
か
り
保
育
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、
現
場
の
ほ
う
に
判
断

を
委
ね
て
い
る
。
た
だ
、
問
題

が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
運
用
に
つ
い
て
も
現
場
と

話
し
を
す
る
機
会
を
設
け
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　

現
在
、
お
む
つ
は
個
人
で

持
ち
込
み
、
使
用
済
み
の
も
の

を
持
っ
て
帰
っ
て
い
る
状
況
か

と
思
う
が
、
全
国
で
は
サ
ブ
ス

ク
の
取
組
み
が
多
く
行
わ
れ
て

い
る
。
矢
祭
町
も
子
育
て
支
援

の
１
つ
と
し
て
進
め
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

質
問　

廃
校
に
し
た
小
学
校

の
利
活
用
に
つ
い
て

質
問　

男
女
共
同
参
画
社
会

に
つ
い
て

質
問　

福
島
学
力
調
査
に
つ

い
て

答問答

問

答

答

問

答答

答答 問

問

問

問

問

問 答

答答答

答

答

答

答 答

答

答

答

問

問 問

問問

問問 問

問問 問

郡司浩子議員

産
業
・
一
般
・
教
育
・

福
祉
行
政

質
問　

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
、
販

売
促
進
に
つ
い
て

質
問　

土
曜
日
の
授
業
実
施

に
つ
い
て

質
問　

小
・
中
学
校
で
導
入

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い
て

質
問　

預
か
り
保
育
施
設
の

増
築
に
つ
い
て

質
問　

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
に

つ
い
て
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教
育
課
長

　

こ
ど
も
園
に
導
入
の
見
解
を

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
保
護

者
が
子
供
の
肌
に
合
っ
た
銘
柄

の
お
む
つ
を
持
参
し
て
い
る
状

況
で
、
全
員
が
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
な
い
場
合
に
、
利
用
者
を

区
別
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

大
量
の
オ
ム
ツ
の
保
管
場
所
や

利
用
料
金
の
徴
収
業
務
な
ど
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
現
時
点
で

の
導
入
は
難
し
い
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
保
護
者
か
ら
の
要
望

が
高
く
な
っ
た
場
合
に
は
検
討

も
必
要
か
と
思
う
が
、
保
護
者

が
子
供
の
排
せ
つ
物
等
の
自
立

過
程
を
把
握
す
る
こ
と
も
重
要

で
は
な
い
か
と
い
う
見
解
も
あ

る
の
で
、
検
討
が
必
要
か
と
思

う
。

　
　

生
理
の
貧
困
問
題
は
、
そ

れ
だ
け
で
は
な
く
社
会
問
題
や

人
権
問
題
の
１
つ
だ
と
思
っ
て

い
る
。
誰
も
が
た
め
ら
わ
ず
に

生
理
用
品
を
手
に
入
れ
た
り
、

経
済
事
情
で
入
手
で
き
な
い
子

供
た
ち
を
守
る
こ
と
を
自
治
体

が
取
り
組
ん
で
い
っ
た
ら
い
い

と
思
う
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か

ら
も
ト
イ
レ
等
で
の
生
理
用
品

の
提
供
を
考
え
て
は
い
か
が
か

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

町
で
は
生
理
の
貧
困
の
た
め

に
、
生
理
用
の
ナ
プ
キ
ン
を
保

有
し
て
お
り
、
こ
れ
は
県
か
ら

無
料
配
布
を
依
頼
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。こ
の
こ
と
を
受
け
小
・

中
学
校
の
保
健
室
に
設
置
す
る

ほ
か
、
民
生
児
童
委
員
や
社
協

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
独
り

親
世
帯
の
低
所
得
者
で
必
要
と

さ
れ
る
家
庭
へ
優
先
し
て
届
け

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

今
後
、
生
理
用
品
を
公
共

施
設
や
ト
イ
レ
な
ど
に
設
置
す

る
考
え
は
あ
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

公
共
施
設
な
ど
で
自
由
に
持

ち
帰
れ
る
ス
タ
ン
ス
だ
と
、
本

当
に
必
要
な
方
に
届
か
な
い
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
生
理

用
品
が
必
要
な
方
は
カ
ー
ド
を

窓
口
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
方

法
で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
提
供
場
所
と
し
て
は
、

も
っ
た
い
な
い
図
書
館
、
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
等
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

家
族
の
中
に
ひ
き
こ
も
り

が
あ
っ
て
も
情
報
を
提
供
し
た

く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
と

思
う
。
ひ
き
こ
も
り
に
つ
い
て

は
ど
う
い
っ
た
課
題
が
あ
る
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

ひ
き
こ
も
り
の
問
題
は
、
周

り
が
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い

と
変
化
を
望
ん
で
も
、
本
人
や

家
族
が
そ
の
事
実
を
公
に
し
た

く
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
、

そ
れ
を
無
視
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
状
況
で
あ
る
。
当
事
者
や

家
族
が
支
援
を
求
め
な
い
限

り
、
介
入
が
難
し
い
状
況
で
あ

る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

　
　

民
生
委
員
に
頼
る
前
に
自

分
か
ら
参
加
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
づ
く
り
が
大
切
か
と
思
っ

て
い
る
。
例
え
ば
、
生
活
困
窮

の
就
労
体
験
や
個
人
商
店
な
ど

に
就
労
の
場
と
し
て
ひ
き
こ
も

り
の
人
を
巻
き
込
む
よ
う
な
仕

組
み
を
つ
く
る
の
は
ど
う
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

今
行
っ
て
い
る
の
が
、
心
の

相
談
や
電
話
相
談
で
、
そ
の
中

で
就
職
と
か
働
き
た
い
な
ど
の

相
談
を
受
け
、
各
機
関
に
つ
な

い
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　

東
舘
駅
周
辺
整
備
事
業
の

測
量
設
計
費
を
約
２
，
０
０
０

万
円
で
計
画
し
て
い
る
が
、
非

常
に
高
額
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
見
積
り
は
ど
の
よ
う
な
形
で

取
っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

当
初
予
算
の
計
上
に
当
た

り
、
土
地
関
係
の
造
成
に
関
す

る
調
査
測
量
設
計
、
建
物
の
建

築
設
計
関
係
の
委
託
料
と
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
会
社
に
予

算
計
上
の
参
考
資
料
と
し
て
の

見
積
り
額
を
出
し
て
も
ら
っ
て

い
る
。

　
　

ど
こ
の
設
計
事
務
所
か
伺

う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

駅
舎
建
築
設
計
は
、
郡
山
市

の
株
式
会
社
清
水
公
夫
研
究

所
、
駅
前
広
場
造
成
測
量
設
計

に
つ
い
て
は
、
郡
山
市
の
株
式

会
社
開
成
測
量
設
計
社
に
見
積

り
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
　

こ
の
事
業
は
延
期
に
な
っ

た
と
い
う
説
明
が
あ
っ
た
が
、

事
業
自
体
は
継
続
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

継
続
し
て
行
く
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
と
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
中
で
必
要
な

資
料
の
作
成
を
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
作
成
の
た
め
の
委
託

業
務
は
10
月
に
発
注
し
て
い

て
、
今
年
度
も
事
業
は
進
め
て

い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
す
る
た
め

の
設
計
料
は
い
く
ら
か
伺
う
。

　
　

自
立
総
務
課
長

　

１
，
３
０
０
万
円
ほ
ど
で
あ

る
。

　
　

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
の
事
務

費
と
し
て
１
，
４
０
０
万
円
計

上
さ
れ
て
い
る
。
老
人
ホ
ー
ム

自
体
の
事
業
費
で
運
営
す
る
と

認
識
し
て
い
た
が
、
事
務
費
を

町
が
支
出
す
る
の
は
な
ぜ
か
伺

う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

事
務
費
は
、
櫻
の
苑
に
対
す

る
事
務
費
の
委
託
料
と
な
っ
て

い
る
。
事
務
費
軽
減
分
と
し
て

２
分
の
１
は
県
の
支
出
が
あ

り
、
残
り
を
町
で
負
担
し
て
い

る
。

　
　

東
舘
に
あ
る
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
に
は
支
払
わ
な
い
の
か

伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長　
　

　

支
払
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は

建
物
を
建
て
た
団
体
が
違
う
た

め
で
、
櫻
の
苑
は
町
で
建
設
し
、

せ
せ
ら
ぎ
荘
は
矢
祭
福
祉
会
で

建
て
た
た
め
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
、
福
祉
法
人
に
は
県
か
ら

全
額
事
務
費
が
支
払
わ
れ
、
町

で
建
て
た
も
の
に
つ
い
て
は
２

分
の
１
と
い
う
違
い
が
出
て
い

る
。

　
　

せ
せ
ら
ぎ
荘
の
建
物
は
社

会
福
祉
法
人
の
所
有
と
な
る
の

か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

建
物
の
所
有
者
は
矢
祭
福
祉

会
に
な
る
か
と
思
う
。

　
　

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
事

業
と
し
て
予
算
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
な
活
動
に
対

し
て
支
払
わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

が
地
域
で
孤
立
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
交
流
の
場
と
子
育

て
相
談
機
会
を
提
供
す
る
カ
ン

ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
を
運
営
し
て
い

る
。

　
　

カ
ン
ガ
ル
ー
ク
ラ
ブ
の
対

象
年
齢
と
ど
の
よ
う
な
環
境
の

方
が
利
用
で
き
る
の
か
伺
う
。

　
　

町
民
福
祉
課
長

　

就
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

で
、
そ
れ
以
外
の
縛
り
は
な
い

か
と
思
う
。

　
　

農
地
費
の
中
の
農
業
施
設

等
補
修
工
事
設
計
業
務
と
し
て

大
き
な
金
額
が
設
計
業
務
で
計

上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
農
業

施
設
補
修
は
ど
こ
を
指
し
て
い

る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

農
道
等
の
舗
装
補
修
や
改
良

等
の
箇
所
に
つ
い
て
業
務
委
託

を
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

農
道
も
含
め
農
業
施
設
と

し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

農
業
に
関
わ
る
施
設
と
い
う

こ
と
で
、
農
道
や
用
・
排
水
路

な
ど
を
含
め
て
農
業
施
設
と
し

て
い
る
。

　
　

林
業
費
に
ス
マ
ー
ト
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
構
築
基
本
調
査
計
画

策
定
業
務
を
計
画
し
て
い
る

が
、
ど
の
よ
う
な
事
業
で
、
ど

の
よ
う
な
内
容
の
も
の
に
支
払

わ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

平
成
30
年
度
か
ら
令
和
元
年

度
に
か
け
て
、
地
域
内
エ
コ
シ

ス
テ
ム
構
築
事
業
を
実
施
し
、

町
の
森
林
資
源
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
し
て
持
続
的
に
活
用
す
る
た

め
の
担
い
手
の
確
保
、
発
電
、

熱
利
用
ま
で
の
調
査
を
行
っ
て

き
た
。
こ
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
、
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
と
ス
イ

ン
ピ
ア
矢
祭
に
お
い
て
バ
イ
オ

マ
ス
設
備
導
入
の
検
討
を
す
る

た
め
に
、
導
入
後
の
採
算
性
や

維
持
管
理
の
費
用
等
を
調
査
し

て
、
設
備
導
入
の
適
否
を
判
断

す
る
た
め
に
、
実
施
を
し
て
い

る
。

　
　

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の
考
え

方
の
方
向
性
が
変
わ
っ
て
き
て

お
り
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
念

に
は
念
を
入
れ
て
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
町
長

の
見
解
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

国
・
県
の
方
針
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
の
観
点
か
ら
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
再
利
用
も
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
も

あ
る
が
、
現
状
を
し
っ
か
り
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
は
思

う
。

　
　

観
光
費
の
中
に
滝
川
渓
谷

整
備
測
量
設
計
業
務
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
滝
川
渓

谷
の
新
た
な
歩
道
の
測
量
設
計

費
と
理
解
し
て
良
い
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

駐
車
場
と
公
園
等
を
整
備
す

る
た
め
の
業
務
委
託
と
、
そ
の

公
園
か
ら
川
の
南
側
沿
い
に
通

路
を
造
る
た
め
の
国
有
林
貸
付

に
係
る
業
務
委
託
の
２
つ
か
ら

な
っ
て
い
る
。

　
　

既
存
の
も
の
に
手
を
加
え

る
た
め
の
測
量
設
計
な
の
か
伺

う
。

　
　

事
業
課
長

　

新
た
な
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

今
後
予
算
要
求
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　

幼
稚
園
費
で
預
か
り
保
育

施
設
増
築
工
事
設
計
業
務
に

３
，
６
６
０
万
円
と
い
う
多
額

の
金
額
が
支
出
さ
れ
る
が
、
こ

れ
ほ
ど
か
け
る
必
要
が
あ
る
の

か
。
ま
た
、
こ
の
事
業
は
見
直

し
を
す
る
と
い
う
説
明
で
あ
っ

た
が
、
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

民
間
と
比
べ
る
と
公
共
工
事

の
設
計
は
、
用
意
す
る
書
類
の

数
や
成
果
物
も
膨
大
に
な
る
た

め
、
高
く
感
じ
る
こ
と
は
十
分

承
知
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
事
業
が
先
送
り
に
な
っ
た

件
は
用
地
等
の
問
題
も
あ
り
、

用
地
の
利
用
方
法
の
見
直
し
を

か
け
る
必
要
が
生
じ
た
た
め
で

あ
る
。

　
　

た
だ
単
に
人
数
が
入
る
だ

け
の
面
積
確
保
と
い
う
増
築
で

は
な
く
、
今
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ

た
機
能
を
備
え
た
部
屋
を
造
る

と
か
、
備
品
を
揃
え
る
な
ど
、

こ
れ
か
ら
を
見
越
し
た
進
化
さ

せ
た
施
設
の
増
築
に
当
た
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
れ
か
ら
の
子
供
の
数
の
見

通
し
も
含
め
て
、
必
要
と
な
る

機
能
を
改
め
て
精
査
す
る
こ
と

で
、
適
正
規
模
で
よ
り
効
率
的

な
施
設
の
増
築
を
目
指
し
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

　
　

矢
祭
町
に
家
族
で
帰
っ
て

き
て
事
業
を
始
め
た
方
が
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
方
に
は
ア
カ

デ
ミ
ー
事
業
の
補
助
金
は
該
当

し
な
い
の
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

ア
カ
デ
ミ
ー
事
業
を
開
始
し

た
経
緯
は
、
総
合
計
画
策
定
時

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
っ
た
と
こ

ろ
、
町
に
残
っ
て
も
就
き
た
い

職
業
が
な
い
と
の
意
見
が
あ

り
、
そ
れ
な
ら
自
分
で
起
業
し

て
は
と
い
う
こ
と
で
、
起
業
す

る
た
め
の
知
識
を
得
る
た
め
に

企
画
等
の
作
成
を
行
っ
て
き

た
。
そ
の
企
画
に
基
づ
い
て
起

業
し
た
方
に
設
備
投
資
等
に
係

る
費
用
を
支
援
す
る
こ
と
で
始

ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
の
と

こ
ろ
町
に
お
い
て
新
た
に
仕
事

問

答

答

答

答

答

答

答答答

答

答

問

問

問

問

問

問

問問

答 問答 問答 問

答 問答 問答 問答

問答

問

問

問

質
問　

生
理
の
貧
困
問
題
に

つ
い
て

質
問　

ひ
き
こ
も
り
等
の
対
応

に
つ
い
て

鈴木正美議員

質
問　

業
務
の
外
部
委
託
と

職
員
適
正
配
置
に
つ
い
て

一
般
行
政

答

答 問答 問

問答
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を
始
め
た
い
と
い
う
方
へ
の
町

独
自
の
補
助
金
は
な
い
が
、
県

等
の
補
助
事
業
が
あ
る
の
で
紹

介
を
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方

が
こ
の
町
で
農
業
に
就
か
れ
る

際
に
は
補
助
金
が
あ
っ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
伺
う
。

　
　

事
業
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

上
、
３
年
の
任
期
満
了
後
に
そ

の
地
域
に
残
っ
て
新
し
く
事
業

を
始
め
る
場
合
に
１
０
０
万
円

を
上
限
と
し
た
補
助
事
業
が
あ

る
。
ま
た
、
就
農
し
た
い
と
い

う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
農
業
、
農

政
関
係
で
５
年
間
使
え
る
補
助

金
が
あ
る
。

　
　

町
の
少
子
高
齢
化
、
人
口

減
少
の
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い

中
、
い
ろ
い
ろ
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
財
源
を
き
ち

ん
と
見
通
し
て
今
後
町
が
困
ら

な
い
方
向
に
持
っ
て
行
く
の

も
、
町
長
を
筆
頭
と
し
た
町
の

責
務
で
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
に

き
て
い
ろ
い
ろ
な
事
業
が
出
さ

れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
続
け
て

町
は
こ
れ
か
ら
も
や
っ
て
い
け

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら
の
事
業
執
行

の
姿
勢
で
、
他
町
村
が
取
り
組

ん
で
い
る
、
町
の
ス
モ
ー
ル
タ

ウ
ン
化
に
つ
い
て
の
考
え
を
伺

う
。

　
　

町
長

　

箱
物
の
施
策
は
、
造
っ
た
後

の
運
営
が
大
変
な
場
合
が
あ
る

の
で
、
限
り
あ
る
財
政
の
中
で

の
町
の
発
展
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
情
報
の
収
集
や
様
々
な

意
見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
町
の

将
来
像
を
考
え
て
い
く
上
で

は
、
多
く
の
情
報
を
収
集
し
矢

祭
町
に
合
っ
た
施
策
を
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
ス
モ
ー
ル
タ
ウ
ン
化
も
参

考
に
し
な
が
ら
町
づ
く
り
を
進

め
た
い
と
思
う
。

　
　

旧
関
岡
小
学
校
は
閉
校
後

６
年
が
経
過
し
、
今
後
ど
う
す

る
か
を
決
定
す
る
時
期
に
き
て

い
る
と
思
う
。
公
共
施
設
と
し

て
利
用
し
た
い
と
い
っ
た
話
も

あ
っ
た
が
、
再
度
考
え
を
伺
う
。

　
　

町
長

　

旧
関
岡
小
学
校
は
公
共
の
土

地
で
あ
り
、
有
効
に
活
用
し
な

が
ら
考
え
て
い
く
べ
き
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
公
共
施
設
と
し

て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
う
。

ま
た
、
旧
内
川
小
学
校
に
つ
い

て
も
複
数
の
企
業
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
る
の
で
、
検
討
し

な
が
ら
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　

限
り
あ
る
財
源
を
少
し
で

も
軽
く
す
る
た
め
、
旧
関
岡
小

学
校
を
改
修
し
て
役
場
庁
舎
と

し
使
用
し
て
は
と
考
え
る
が
、

い
か
が
か
。

　
　

町
長

　

限
り
あ
る
財
源
の
中
で
し
っ

か
り
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
　

11
月
号
の
広
報
に
調
査
の

結
果
が
公
表
し
て
あ
っ
た
。
以

前
は
結
果
を
公
表
し
な
い
と
の

こ
と
だ
っ
た
が
、
今
回
公
表
し

た
の
は
な
ぜ
か
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

こ
れ
ま
で
も
詳
細
な
数
字
を

出
さ
な
い
形
で
公
表
し
て
お

り
、
今
年
特
に
方
針
転
換
を
し

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
概

要
を
公
表
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　
　

今
回
は
県
や
国
の
平
均
に

満
た
な
い
と
い
っ
た
結
果
だ
っ

た
が
、
今
後
の
改
善
ポ
イ
ン
ト

な
ど
が
あ
れ
ば
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

小
学
校
に
関
し
て
、
学
び
の

環
境
づ
く
り
に
重
点
を
置
い
て

対
策
を
し
て
い
く
た
め
、
学
校

で
の
ル
ー
ル
と
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

づ
く
り
を
大
切
に
し
た
指
導
に

努
め
る
と
と
も
に
、
学
力
の

フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
教
員
の
指
導

力
向
上
に
も
務
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
休
校
な
ど
、
子
供

た
ち
の
心
に
か
な
り
影
響
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。
基
本
的
な

生
活
習
慣
の
家
庭
で
の
改
善
や

質
の
向
上
に
努
力
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

小
学
校
に
お
い
て
、
家
庭
環

境
等
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
学
校

に
責
任
を
持
た
せ
る
の
か
と
い

う
と
こ
ろ
の
議
論
は
あ
る
が
、

朝
食
調
べ
や
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
と
い
う
形
で
、
家
庭
と

協
力
し
た
環
境
づ
く
り
は
こ
れ

ま
で
も
実
施
し
て
き
た
の
で
、

改
め
て
学
校
と
重
要
性
を
認

識
、
共
有
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
と
思
う
。

　
　

児
童
・
生
徒
一
人
一
人
の

頑
張
り
を
認
め
た
り
、
励
ま
し

た
り
す
る
よ
う
な
地
域
の
力
も

借
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面

が
出
て
く
る
か
と
思
う
が
、
見

解
を
伺
う
。

　
　

教
育
課
長

　

地
域
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
に

つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
が
目
指
す
新
し
い
教

育
の
形
と
し
て
、
地
域
と
関
わ

り
の
あ
る
学
校
を
掲
げ
て
き

た
。
現
在
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
も
動
き
出
し
た
ば
か
り

で
、
方
向
性
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
途
上
か
と
思
っ
て
い

る
。

★

11
月

13
日　

第
37
回
青
少
年
の
主
張

　
　
　

矢
祭
町
大
会
（
ユ
ー
パ

　
　
　

ル
矢
祭
）

15
日　

全
国
過
疎
地
域
連
盟
第

　
　
　

52
回
定
期
総
会
（
東
京

　
　
　

都
）

16
日　

第
33
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
壮
行
会
（
山
村
開
発

　
　
　

セ
ン
タ
ー
）

17
日　

第
２
回
矢
祭
町
地
域
公

　
　
　

共
交
通
活
性
化
協
議
会

　
　
　

（
第
１
会
議
室
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

　
　
　

東
白
衛
生
組
合
定
期
監

　
　
　

査
（
東
白
衛
生
組
合
）

　
　
　

全
員
協
議
会
（
第
１
会

　
　
　

議
室
）

21
日　

第
33
回
市
町
村
対
抗
福

　
　
　

島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大

　
　
　

会
報
告
会
（
ユ
ー
パ
ル

　
　
　

矢
祭
）

27
日　

高
地
原
橋
開
通
式
（
内

　
　
　

川
地
内
）

29
日　

議
会
運
営
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

30
日　

第
６
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
議
場
）　

★

12
月

４
日　

市
町
村
対
抗
福
島
県
大

　
　
　

会
合
同
解
団
式
（
第
１

　
　
　

会
議
室
）

６
～
10
日　

第
７
回
議
会
定
例

　
　
　

会
（
議
場
）

６
日　

全
員
協
議
会
（
議
員
控

　
　
　

室
）

　
　
　

総
務
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

８
日　

産
業
常
任
委
員
会
（
議

　
　
　

員
控
室
）

10
日　

矢
祭
町
子
ど
も
読
書
活

　
　
　

動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
講

　
　
　

演
会
（
矢
祭
小
学
校
）

11
日　

や
ま
つ
り
え
ほ
ん
フ
ェ

　
　
　

ス
タ
（
ユ
ー
パ
ル
矢
祭
）

20
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

22
日　

白
河
地
方
広
域
市
町
村

　
　
　

圏
整
備
組
合
議
会
第
４

　
　
　

回
定
例
会
（
白
河
市
表

　
　
　

郷
庁
舎
）

　
　
　

福
島
県
町
村
議
会
正
副

　
　
　

議
長
研
修
会
（
郡
山
市
）

23
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
３
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

★

１
月

４
日　

矢
祭
町
消
防
団
出
初
め

　
　
　

式
（
矢
祭
中
学
校
）

９
日　

矢
祭
町
成
人
式
（
ユ
ー

　
　
　

パ
ル
矢
祭
）

10
日　

矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図

　
　
　

書
館
開
館
15
周
年
記
念

　
　
　

式
典
（
も
っ
た
い
な
い

　
　
　

図
書
館
）

19
日　

例
月
出
納
検
査
（
議
員

　
　
　

控
室
）

22
日　

生
涯
学
習
合
同
閉
級
式

　
　
　

（
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
）

27
日　

全
員
協
議
会
（
議
場
）

28
日　

東
白
川
地
方
町
村
議
会

　
　
　

議
長
会
第
４
回
定
例
会

　
　
　

（
棚
倉
町
）

31
日　

第
１
回
議
会
臨
時
会

　
　
　

（
議
場
）

次
の
定
例
議
会

は
３
月
で
す　

監査・議会の
動き

問答問

答

問 答答

問

答

問答

問答

問答

問

本多勇也議員

質
問　

旧
関
岡
小
学
校
、
内

川
小
学
校
の
今
後
に
つ
い
て

一
般
・
教
育
行
政

質
問　

令
和
３
年
度
「
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
に

つ
い
て

請
願
・
陳
情

　
　

に
つ
い
て

　

請
願
、
陳
情
は
そ
の
取

扱
い
を
議
会
運
営
委
員
会

で
協
議
し
ま
す
。
３
月
町

議
会
定
例
会
に
請
願
、
陳

情
を
さ
れ
る
方
は
令
和
４

年
２
月
22
日
ま
で
に
提
出

願
い
ま
す
。
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■今月の一冊　～わたしのすきな絵本～

『ぞうさん、どこにいるの？』
　一冊の英語版の言葉の無い絵本が送られてきた。
表紙の中央に “Where‘ ｓ the Elephant?” とタイト
ルがあり、そのまわりにいっぱい木々のひしめく森
が輝いている。フェスティバルの真っ最中と言った
賑わいを見せている。幼い子でも探し絵の遊びをし
ているうちに、森がなくなるって大変だなと自然に
感じられるようになればいい…。タイトルは原題そ
のまま「ぞうさん、どこにいるの？」とした。
参考文献：柳田邦男「人生の 1 冊の絵本」から
　ぞうはどこ？ 深い森の中ではなかなか見つから
ない。ところが、木が切り倒され、家が建ち始める
と、だんだんとかくれる場所がなくなってゆき……。
ユーモラスなイラストに込められた環境問題への強
烈なメッセージが響く。
 参考文献：光村教育図書 紹介文 （矢祭もったいない図書館）

矢祭町長　佐川 正一郎

▶今月号は、柳田邦男先生が翻
訳した絵本をご紹介します。ほ
とんど言葉がない作品です。私
も、このような絵本は初めてで
す。先生も題名のみの翻訳であ
りますから、苦労はあったと思
います。言葉がない分絵で表現
してきますので、見応えはあり
ます。世界の国々が考えなけれ
ばならない環境問題を取り上げ
ています。動物との共生が大切
だと思います。日本でも数十年
前に比べると野鳥や昆虫、魚類
も減っています。地球の変化等
が影響しています。この絵本は
“人生の１冊 ”の中の１つです。

作▶バルー 訳▶柳田邦男

月情報カレンダー
［省略］
○…当番医　山開…山村開発センター　舘山…舘山荘
塙…塙厚生病院　ユ…ユーパル矢祭　保セ…保健福祉センター2

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8 9 10 11 12

●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

●１歳６か月児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）

○東舘診療所☎46-2312 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○和田医院☎33-2012

13 14 15 16 17 18 19
● 3か月児健康診査
　         塙（13：00～13：15）

●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

○大木医院☎33-2424 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

20 21 22 23 24 25 26
●家族の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○深谷クリニック☎33-3223 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ○車田病院☎43-1019 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

27 28 3/1 2 3 4 5
●マミーサロン
　保セ（10：00～15：00）

 ●３歳児健康診査
　         保セ（13：00～13：10）

○おおひら整形外科クリニック☎33-9468 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

6 7 8 9 10 11 12
●心の相談会
　    保セ（13：00～16：00）

○塙厚生病院☎43-1145 ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ ●カンガルーくらぶ

＊新型コロナウイルス感染症の影響により、
変更となる可能性があります。

出版社▶光村教育図書 対象年齢▶幼児～




